
芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考

廣

田

二

郎

濤

'

②

歪

芭
蕉
連
句

の
制

作
年
代

の
考
証

は
、
芭
蕉
研
究

の
た
め
の
基
礎
作
業

と
し
て
是
非
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

の

一
つ
で
あ

る
。

そ
れ

を
私

は
自
分
の
芭
蕉
連
句
研
究

の
立
場

か
ら

一
応
や

つ
て

み
て
、
そ

の
結
論

と

し
て
の

「
芭
蕉
連
句
年
譜
」

を
小
樽
商
大

「
人
文
研

究
」
第
十

一
輯

(昭
和
三
十

一
年

一
月
)

に
発
表

し
た
。

そ
の
際
、

年
代
考
証

に

つ
い
て
も
、

な
る

べ
く
近

い
将
来

に
発
表

す

る
考

へ
で

あ

る
こ
と
を
附
記

し
て

お

い
た
。
そ
の
後

、
意
外

に
長

い
年
月
が
経

つ
て
し
ま

つ
た
が
、
よ
う

や
く
今
回
年
代
考
証

を
発
表
す

る
機
会
を

得

た
。
し
か

し
、

二
百

七
十
余

の
作
品
全
体

の
考
証

を

こ
こ
に
記
す

る
こ
と
は
紙
幅

の
制
限
が
あ

つ
て
許
さ
れ
な

い
。
そ

の
た
め
、
全
作

品

を
幾
回

か
に
区
切

つ
て
連
載
す

る
か
、
あ

る

い
は
特

に
問
題

の
あ

る
も

の
だ

け
を
取
り
上
げ
て
論
ず

る
か
の

い
つ
れ
か

の
方
法

を
と
ら

な
く
て

は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が

、
連
載

と

い
つ
て
も

一
年

に

一
回

の
機
会

が
あ
る
だ

け
で
あ
り
、
他

に
あ
ち
こ
ち
と
発
表
す

る
こ
と
も

研
究

の
性
質
上
好
ま

し

い
こ
と
で
は
な

い
。
一
応
制
作
年
代

に

つ
い
て
問
題

の
な

い
作
品

で
も
、
そ
の
成
立

の
事
情

・
条
件

を
も
含

め
て
、

日
時

の
判
明
す

る
も

の
は
、
そ
れ
ま

で
も
含
め
て
、
年

代
と
成
立

の
考

証
を
す

る
こ
と
が
最
も
望
ま

し

い
こ
と

で
あ

る
が

、
発
表

の
た
め

の
条
件

を
考

へ
れ
ば
簡

単

に
実
現

で
き

る
こ
と

で
は
な

い
。
そ
れ
故
、
や
む
を
得
ず
、
範
囲

を
特

に
成
立
年
代

に
問
題

の
あ

る
作
品

に
限

定

し
て
こ
こ
に
取

り
上
げ
て
論
ず

る
こ
と
と

し
た
。

炉

芭

蕉

の
連
句

を
集

め
、
年
代

を
推
定

し
た
も

の
に
は
、

蝶
夢
編

『
芭
蕉
翁
俳
譜
集
』

(
天
明
六
年
刊
)

・
暁
台

編

『
幽
蘭
集
』

(寛
政
+

一
年
刊
)

・
奇
淵
編

『
芭
蕉
袖
草
紙
』

(文
化
八
年
刊
)
、
仏
分

・
湖
申
編

『
俳
譜

一
葉

集
』

(文
政
+
年
刊
)
等
が
あ

る
。
明
治
以
後

に
は
、

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考
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人

文

研

究

第

十
五
輯

芭

蕉
全

集
の
申

の

一
部
と

し
て
連
句
作
品
が
編
ま

れ
、
年
代

を
附

さ
れ
た
が
、
そ

の
中

で
最
も
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
も

の
は
、
勝
峯
晋
風
氏

の

『
響

墓

袋

』

(春
秋
社
、

昭
和
六
年
四
月
+
吾

発
行
)

で
あ

る
。

明
治
以
前

の
連
句
集

の
年
代
推
定

に
は

や
は
り

誤

h
・が

少
く
な

い
。
し
か

し

『
芭
蕉
翁
佛
譜

集
』
以
来

の
年
代
推
定

の
業
績

の
集
成

と
し
て

の

『
一
葉
集
』
の
年
代
推
定

は
非
常

に
大
き
く
明
治

以
後

の
編

著

に
も
影
響

し
、
た
と

へ
ば
勝
峯

氏
に
お
け
る
年
代

推
定

の
誤
り
の
原

因

を
探

る
と
、
た

い
て

い
そ
れ

は

『
一
葉
集
』
に
在

る
こ
と
が
見
出

さ
れ

る
と

い
つ
た
や
う

な
状
態

で
あ

る
。
か
う

し
た
年
代
推
定

の
誤

り
は
そ
の
後

の
諸
家

の
研
究

に
よ

つ
て
大

い
に
訂

さ
れ
て
来
、
荻
野

清
氏
編

の

「
芭
蕉
年
譜
」

(創
元
社

『
芭
蕉
講
座
』
第
四
巻
、
昭
和
三
十

一
年
三
月
十
五
日
発
行
)

に
は
、

そ
れ

ら
の
研
究

の
成
果
が

大

き
く
と

り
入
れ
ら
れ
、
『
一
葉
集
』
以
来

の
誤
り
が
多
数
訂
正

さ
れ
て

ゐ
る
こ
と
を
見

る
の
で
あ
る
。
そ
れ

で
、
こ
こ
で
取

り
上
げ

る
の
は
、
主
と

し
て

『
棄

集
』
・
『
轡

墓

代
集
』

(
以
下
、
略

し
て

『
一
代
集
』

と
記
す

る

こ
と
に
す

る
)
な
ら

び
に
荻
野
氏
の

琶

蕉
年
譜
」

の

年
代
推
定

に

つ
い
て
問
題

の
あ
る
も

の
に
限
定

し
て
ゆ
く

こ
と
に
す

る
。
な
ほ

『
一
代
集
』
以
前

の
誤
り

を
訂
正

し
た
諸
家

の
研
究

で
荻

野
氏

の
年
譜

に
そ
の
成

果
が
と
り
入
れ
ら
れ
て

ゐ
る
も

の
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が

こ
の
年
譜

に
お

い
て
集
成

さ
れ
て

ゐ
る
も

の
と
見

な

し
て
、
そ

の

一
々
の
研
究
考
証

に
ふ
れ
る
こ
と

は
し
な

い
こ
と

に
す

る
。

考
証

の
記
述

の
形
式
は
、
初

に
そ
の
作
品

の
名

を
掲
げ

、
そ
の
下

に
推
定
年

代
と
出
典
を
し
る
し
、
次
行

に
立
句
と
連
衆

一
巡

の
名

を

記

し
、
,三
行

目
以
下
に
論
証

し
て
ゆ
く
こ
と

に
す

る
。

●
＼

1

薄

紅

葉

百

韻

i

延
宝
五
年
作
i

(
『罐

両
筈

韻
』
)
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色
付

や
豆
腐

に
落

て
薄
紅
葉

桃

青

・

杉

風

『
一
葉
集
』

は
延
宝

七
年

作

、
『
一
代
集
』

は
延
宝

六
年

作
と
し
て
ゐ
る
。
頴
原
博
士

の

「
芭
蕉
略
年

譜

」
(
『
芭
蕉
読
本
』
)
に
は

六
年



に
成

る
か

と

あ

り

、
私
も

以
前

に

は

六
年

作

か

と
考

へ
た
。
(
新
註
国
文
学
叢
書

『
芭
蕉
連
句
集

』
昭
和
ご
+
六
年
+
二
月
)
。
荻
野

氏

「
芭

蕉

年

譜

」

に

は

、

「
此

の
年

(
六
年

)
叉

は

前

年

の
作

で

あ

ら
う

。
」

と

あ

る
。

山

崎

氏

の

「
略

年

譜

」

(朝
日
古
典
講
座

『
芭
蕉

』
所
収
)

に
は

賛

川
他

石

説

(名
著
全
集

『
芭
蕉
全
集
』
)
に
従

つ
て

、
こ

の
年

(
延

宝

五
年

)

の
作

か

と
す

る
。
勝

峯

氏

の
書

か

れ

て

ゐ

る
や
う

に
、
巻
中

,

の

「
心

に
叶

ふ
長
持

の
蓋

杉

風

送

り

膳

道
す

こ
し
だ

に
隔

て

ね
ば

桃
青

」

の

二
句

は

『
江

戸

広
小

路
』

(
延

宝

六
年

秋

成

)

に
抄

出

さ
れ

て

ゐ

る

の

で
、
『
一
葉

集

」

の
毛

年

説

は
成

立

し
な

い
。
ま

た

、
立

句

の

「
薄

紅
葉

」
は

、
秋

季

で
は

あ

る
が

九
月

に
当

る

(
、
増

山

の
井

』

)

の

で
、

こ

の
百
韻

を
延

宝

六
年

作

と
す

る

こ
と

も
無

理

で
あ

ら
う

。
立

句

と

『
江

戸
広

小

路

』

成
立

の
年
代

と

の
関

係

か

ら

考

へ
て

、

こ

の
百
韻

は
、

延

宝

五
年

作

と
推

定

す

べ
き

で
あ

ら
う

と
思

ふ
。

2

わ

す

れ

草

歌

仙

-
i
-
延
宝
五
年
作

ー

(
『
一
葉

集
』
)

わ
す
れ
草
煎
菜

に

つ
ま
ん
年

の
暮

桃
青

・
千
春

・
信

徳

『
一
葉
集
』

は
延
宝

七
伍
冬
、
勝
峯
氏

は
六
年

、
頴
原
博
士

は

「
六
年

に
成

る
か
」
と
し
、
私
も

以
前

に
は
こ
の
説

に
従

つ
た
。

(
『
芭
蕉

連
句
集
』
)
。
荻
野
氏

は
五
年
作

と
推
定

。

こ
の
発
句

は

『
江
戸
蛇
之
鮮
』
(
延
宝

七
年

五
月
成
)
に
採

ら
れ
て

ゐ
る
。
ま

た

『
一
代
集
』

に

も

い
ふ
や
う

に

こ
の
歌
仙
申

の

「
鎖

が
ま
も
れ

て
出

た
る
三
日

の
月

信
徳

雲
井

に
落

る
鷹

の
細
首

桃
青

」
と

い
ふ
付
合
が

『
二

葉

集
』

(
刊
記

は
延
宝

七
年

九
月

、
自
序

は
同
十

一
月
)

に
抄
出

さ
れ
て

ゐ
る
。
そ
れ
故

、
延
宝

七
年

以
前

の
作
と
見
ら
れ

る
が
、
立
句

に

「
年

の
暮

」
と

あ
る
や
う

に
.、

こ
の
歌
仙
は
年
末

の
作

で
あ

る
か
ら
、
そ
の
中

の
付
合

が
七
年
十

一
月
以
前

の

『
二
葉
集
』

に
採
ら
れ

る
は
ず

は
な

い
。
以
上

に
よ

つ
て

七
年
説

は
成

立

せ
ず

、

(
『
句
選
年
考

』
に
は

「
延
宝

七
年

五
月

の
選

の

『
江
戸

の
春
集

」
に
出

で
た

り

。
L

と
あ

る
。
間
接
的

で
は
あ
・る
が
、
七
年
説
を
否
定
す

る
。
)
延
宝

六
年

か
、
も

し
く

は
そ
れ
以
前

の
作

で
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
こ

と

に
な

る
。
然

る
に
、
連
衆

の
う
ち
の

一
人
、
信
徳

は
、
延
宝
五
年
冬
江
戸

へ
下

り
、
六
年

の
春

へ
か
け
て
桃
青

(
芭
蕉
)

・
信
章

(素

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考
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6

人

文

研

究

第
十
五
輯

堂

)
と

『
江
戸
三
吟
』

の
三
百
韻

を
興
行

、
こ
れ

を
京
都

へ
持
ち
帰

つ
て
出
版

し

(
三
月
)
、
き
ら

に
政
定

・
仙
蕎

と

『
京
三
吟
』

を
興
行

し
、

こ
れ

は
六
年

八
月
下
旬

に
出
版

し
て

ゐ
る
。

こ
の
信
徳

の
動
勢

か
ら
す

れ
ば
、
彼

が

一
座

し
て
興
行

し
た
こ
の
年
末
作

の
歌
仙

は
、

六
年

作
で
は
な
く
、
五
年

作
と

い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

3

詩

あ

き

ん

ど

歌

仙

…
1
夫

和

二
年
作
t
-

(
『
虚

栗

』

)

一32一

 

詩

あ

き

ん
ど

年

を
貧

ル
酒

債

哉

其

角

・

芭

蕉

『
一
葉

集
』

・

『
一
代

集
』

と
も

に
天

和

三
年

の
作

と

し

、
小
宮

豊
隆

氏

も

や

は
り

三
年

説

を

と

つ
て
居

ら

れ

る
が

(
岩

波
文

庫

『
芭

蕉

連

句

集

』

)

・
天

和

三
年

五
月
刊

行

の

『
虚

栗

』

に
、

そ

の
年

の
末

に
作

ら

れ

た
作

品

が
載

る
と

い
ふ

こ
と

は

な

い
。

二
年

々
末

の
作

で

あ

ら
う

。
同

様

の
理
由

か
ら

飽

や

こ
と

し

歌
仙

-!

1
天
和

二
年

作

…

-
-

(
『
虚

栗
』

)

も
天

和

二
年

作

と

い
は
れ

る

で

あ

ら
う

。

4

発

句

脇

i

ー
貞
享

二
年
作
ー

1

(
『
春

と
秋

』

)

わ

れ

も

さ
び

よ
梅

よ

り

お

く

の
藪

椿

雅

良

・

翁

『
一
養

』
・
『
轡

蕉

一
代

集
』

と
も

に
貞
享

五
年

(元
禄
元
年

)
作

と
す

る
が

、
『
野
ぎ
ら

し
紀
行

」
真
蹟

(
琶

蕉
図

録
』
所
収
)

の
巻
末

に
、
こ
の
旅
行
申
処

々
で
の
酬
和

の
句
が
し

る
し
て
あ
り
、
そ
の
申
に

こ
の
作
品
も
記

さ
れ
て

ゐ
る
の
で
、

こ
れ
は

『
野
ぎ
ら
し

紀
行

』
の
旅

の
、
伊
賀
滞
在
申

(
貞
享
元
年

十

二
月

二
十
五

日
i
ー

二
年

二
月
申
旬

)
の
作

で
あ

る
こ
と
が
判
明
す

る
。
発
句

の
季
が
春

で
あ
る
か

ち
、
貞
享

二
年
作
と
見
ら
れ

る
。
な

ほ
、
右

の
真
蹟

に
よ
り
、
発
句

・
脇



イ
、
芭
蕉
野
分

そ
の
句

に
草
鞍

か

へ
よ
か
レ

ロ
、
宿
ま

い
ら

せ
ん
西
行
な
ら
ば
秋

の
く
れ

ハ
、
華

の
咲
身

な
が
ら
草

の
翁
か
な

二
、
霜
寒
き
旅
寝

に
蚊
屋

を
着

せ
申

し

ホ
、
樫

の
木

の
花

に
か
ま

は
ぬ
す
が

た
か
な

へ
、
夏
草
よ
あ
づ
ま
路
ま
と

へ
五
三
日

三

っ
物

ト

、
梅
絶

え
て
日
永

し
桜

い
ま

三
日

.チ
、
我
桜
鮎
割

枇
杷

の
広
葉
哉

歌
仙リ

、
師

の
桜
む
か

し
拾

は
ん
落
葉
哉

ヌ
、

つ
く

み
＼

と
榎

の
花

の
袖

に
ち

る

李
下

・
芭
蕉

雷
枝

・
翁

勝
延

・
翁

如
行

・
芭
蕉

芭
蕉

・
秋

風

知
足

・
桃
青

湖
春

・
芭
蕉

(

秋

風

・
芭
蕉

・
湖
春

(
『
後

の
旅
』

『
春

と

秋
』

(
『
春

と
秋

』

)

(
『
春

と
秋
』

)

(
『
春

と

秋
』

)

・

『
春

と

秋

』

)

(
『
春

と
秋

』

)

(
『
千
鳥

掛

』

)

・

『
熱

田
三
歌
仙
』

)

(
『
熱

田
三
歌
仙

』
)

略

山

・
芭

蕉

・
木

因

・
如
行

(
『
元

禄

風
韻

』

)

桐

葉

・
芭

蕉

・
叩

端

・
閑

水

・
東

藤

…

・
桂

揖

(
『
熱

田
三

歌
仙

』

)

が

、

イ
、
ロ
、
ハ
、
二
、
リ

、
は
貞

享

元

年

、

ホ

、
へ
、
ト

、
チ
、

ヌ
は

二
年

の
作

で
あ

る

こ
と

が
確

定

で
き

る
。

(
『
芭

蕉
図

録

』
参

照

)
。

ま

た
、
美

濃

の
如
行

入

門

の
時
期

も

、
貞

享
元

年

、

あ

る

い
は

そ

れ

よ

り

以
前

で

あ

る

こ
と

が

推

定

で
き

る

で

あ
ら

う

。

5

市

の

梅

歌

仙

未

満

ー

貞
享
三
年
ま
た
は
二
年
作
-

卜
(
『
幽
蘭
集
』
)

冬
景

や
人

寒

か

ら

ぬ
市

の
梅

濁
子

・
其

角

・
は

せ

を

・
仙

化

・
枳

風

・
コ
斎

…

-
文
鱗

…
・
李

下

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考
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人

文

研

究

.
第
十
五
輯

『
一
葉
集
』

に
貞
享

四
年

と
し
、

『
一
代

集
』
も

こ
れ

に
従

ひ
、

こ
の
作
品

を

「
『
笈

の
小

文
』
旅
行
前
、
大
垣
藩
士
中
川

濁
子

の
江

戸
邸
に
於
け

る
興
行

で
あ
ら
う
・
」
と
述

べ
て
ゐ
る
。
旅
行
出
発
前

の
作
品
な
ら
ば
、
.発
句

は
当
然
初

冬

の
景
物

を
詠
ん
だ

や
う

な
も

の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
(
芭
蕉
が

『
笈

の
小
文
』

の
旅

に
出
発

し
た

の
は
十
月

二
十
五
日
。
)
こ
の
時

の
饒
別

の
作
品

脅
み
て
も

そ

の
事

は
明

ら
か
で
あ
る
。

(
「
旅

の

つ
と
歌
仙

」

・

「
初

し
ぐ
れ

四
十
四
」

.

「江
戸
桜
半

歌
仙
」

.

「
霜
夜

の
鐘
十
句
」

.

「
時
雨

々
々
に

の
十
句
」
そ

の
他

『
句
饒
別
』
所
収

発
句
等

。
)
し
か

し
、
こ
の
発
句

は
、
年

末

の
冬
暖

の
感
じ

を
詠

ん
だ
も

の
で
あ
り
、
発
句

の
余
情

を

付
け
添

へ
た
脇
句
も

と
な
り
を
迷

ふ
入
逢
の
雪

其

角

と

あ
り
、

こ
れ
も
旧
暦
十
月
の
季
感

で
は
な

い
。
さ
う
す
れ
ば
、

こ
の
作
品

を

『
笈

の
小
文
』

の
旅

に
出
発
す

る
前

の
も

の
と
す

る
こ
と

は
無
理
と

い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ら
う

。
連
衆

は
濁
子

を
除

い
て
は

み
な
江
戸
住

の
人

た
ち
で
あ

る
か
ら
、

こ
の
作
品

は
江
戸

に

お

い
て
興
行

さ
れ

た
も

の
で
あ
ら
ゲ
。
さ
う
す

る
と
、
貞
享

四
年

の
冬

は
芭
蕉
は

『
笈

の
小
文

』
の
旅

に
あ

つ
た
か
ら

『
一
葉
集
』
お
よ

び

『
一
代
集
』

の
説

は
認
め
が

た

い
。
作
風
か
ら

い

へ
ば

、
貞
享
以
後

の
作
品

と

い
ふ
や
う

に
見
ら
れ
る
が
、
芭
蕉
の
冬
季
江
戸

に
居

つ

た
の
は
貞
享

二
、
三
年
、
元
禄
元

、
四
、
五
、
六
年

で
あ

る
。
連
衆

の
点
か
ら
考
察

し
て

み
る
と
、
其
角

・
仙
化

.
枳

風

・
コ
斎

.
文
鱗

.

李
下

は

い
つ
れ
も
貞
享
三
年

一
月
の

「
鶴
σ
歩

み
百
韻
」

の
連
衆

で
あ
り
、
ま

た

『
句
饒

別
」

に
名

を
連

ね
て

ゐ
る
作
者

た
ち

で
あ
る
。

さ
う
し
て
、
元
禄
元
年

に
芭
蕉

に
接
近

し
て

ゐ
た
作
者

た
ち

(
曽
良

・
苔
翠

・
友

五

。
路
通
等
)
や
、
元
禄

四
、
五
、
六
年

の
代
表
的

な

連
衆

(
桃
隣

・
洒
堂

・
許

六

・
史
邦

等
)
が

一
人
も
加

は

つ
て

ゐ
な

い
こ
と
を
考

へ
れ
ぼ
、

こ
の
作
品
は
貞
享

二
、
三
年

の
も

の
と
見

た

方
が
よ

い
。
さ
ら

に
も
う

一
度
作
風

を
立

ち
か

へ
り
吟
味

し
て

み
る
と
、
こ
の
点
か
ら
も

や
は
り
元
禄
期
よ
り
も
貞
享
期

と
見

る

べ
き
も

の
の
や
う

で
あ

る
。
そ
れ
な
ら
ば
貞
享

の
二
年

、
三
年

の
う
ち

の
い
つ
れ
か
と

い
ふ
こ
と

に
な
る
が
、
濁
子
が

一
座

し
て
ゐ

る
関
係

か
ら

'
(
濁
子
は

『
句
饒
別
』

の
江
戸
桜
半
歌
仙

〈
立
句
濁
子

〉
の
連
衆

に
加

は

つ
て

ゐ
る
。
)
三
年

の
方

に
比
重

を
か
け
て
見

た
方

が
よ

い
と

一34一



思

は
れ

る
。

6

発

句

・
脇

i
ー
貞
享

四
年
ー

(
『
冬

の
う

ち

わ
』

)

枯
枝

に
鳥

の
と
ま
り
け
り
秋

の
く
れ

は
せ
を

・
素

堂

『
一
葉
集
』

は
天
和

四
年

(
貞
享
元
年

)
作

と
し
、
『
一
代
集
』

も

こ
れ
に
従

つ
て
ゐ
る
。
発
句

は

『
東
日
記
』
(
延
宝

九
年

六
月
成

.
に

枯
枝

に
鳥

の
と
ま
り
た
る
や
秋

の
暮

と
発
表

き
れ

た
も

の
で
あ

る
。

(
『
ほ
の
み
＼

立
』
1

延
宝
九
年
三
月
序
ー

に
は

確

梅

に
厩

匹
ま
り

た
り

や
秋

の
暮

」
と

い
ふ
形

で
出
て

ゐ
る
。

)
そ
れ
故

、
発
句

は

『
東

日
記

』
辱あ

る

い
は

「
ほ
の
ぐ

立

』
の
句
形

に
お
い
て
は
、
す

で
に
延
宝
八
年
以
前

に
で
き
て

ゐ
た
の
で
あ
る
が

か
れ
朶

に
鳥

の
と
ま
り

け
り
秋

の
暮

,

、

、

、

と

い
ふ
形

に
推
敲

さ
れ
て
発
表

に
な
つ
た
の
は

『
阿
羅
野
」

(
元
禄

二
年

三
月
芭
蕉
序

)
に
お

い
て

で
あ
る
。

『
阿
羅
野
』
と
同
じ
く

荷

分

の
撰

に
な

る

『
春

の
日
」

(貞
享
三
年

八
月
下
旬

刊
)
に
発
表

き
れ
て
ゐ
な

い
か
ら
、
再
案

の
句
形

は
貞
享
三
年
以
後

元
禄

元
年

以

前

に
な

つ
た
も

の
と

一
応
考

へ
ら
れ
る
。
脇
句

、

鍬

か
た
げ
行

人
霧

の
遠
里

素

堂

は
、
貞
享

の
作
風
と
な

つ
て

ゐ
る
か
ら
、

こ
の
付
合

は
、
や
は
り
、
初
案

の
句
形

の
で
き

た
延
宝
末
年

の
も

の
で
は
な
く
、
再
案

の
成

つ

た
時
期
と
考

へ
ら
れ
る
貞
享
年
代

の
も

の
と
見

る

べ
き

で
あ
ち
う

。
そ
れ

な
ら
ば
貞
享
三
年
以
後

元
禄
元
年
ま

で
の
何

れ

の
年

か
と

い
ふ

こ
と
を
考

へ
て

み
る
と
、
貞
享

三
年
推

敲
が
成
り

、
脇

が
附

け
ら
れ

た
と
考

へ
る
に
は

『
春

の
日
」
刊
行

の
時
期

の
関
係
か
ら

み
て
無

理

が
あ

る
で
あ
ら
う
。

(
実
景

に
感

じ
て

の
句

と
す

れ
ば
晩
秋

の
句

で
あ
る
が

、
こ
れ

は
発
想

の
中
心

は
秋
夕
の
閑
寂
味

に
あ

る
の
で
あ
り

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考
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人

文

研

究

第
十
五
輯

従

つ
て

『
東

日
記
』
で
も

『
阿

羅
野
」
で
も
晩
秋

の
部

に
は
置

か
れ
て
な

い
。
さ
う
す
れ
ば

こ
の
推
敲
が
貞
享
三
年
秋

に
成

つ
た
と

し
て

貞
享
三
年

八
月
下
旬
刊

の

『
春

の
日
』

に
採

ら
れ
得

な

い
こ
と
も
な

い
で
あ
ら
う
が
、
名
畜

屋
と
江
戸

と
の
距
離
、
刊
行

の
進
行
状
態

な

ど

か
ら
考

へ
て

み
て
貞

享
三
年

説
は
無
理

で
あ
ら
う

。
)
そ
れ
な
ら
ば
四
、
五
年

の
ど
ち
ら

か
と

い
ふ
こ
と

に
な

る
が
、

こ
の
付
合

を
収

録
す

る

『
冬

の
う
ち
わ
』
(
鳴
海

の
鉄
受

・
蝶
羅

編
)
に
は
、
付
合

の
前
書

に

『
千
鳥
轡

』
に
洩
れ

た
そ
の
ひ
と

つ
ふ
た

つ
を
拾

ひ
集

め
て

故
翁

(
芭
蕉

)
遠
忌

の
手
向
草

と
す

る
旨

を
記

し
、
連
句

と

し
て
は

こ
の
付
合

な
ら
び

に
貞
享

四
年
十

一
月
六
日
興
行

の

「
翁
草

歌
仙
」

を
収

録

し
て
あ

る
。
鳴
海

の
知
足

の
許

に
、
特

に
こ
の
付
合

が
書
き
と
め
ら
れ
、
残
さ
れ
て
あ

つ
た
の
は
、
お
そ
ら
く

『
笈

の
小
文

』
の

旅

の
出
発
前

に
こ
の
付
合

が
成
り
、
そ

の
こ
と
が
芭
蕉
知
足

の
俳
談

の
折

に
話
題

に
上

つ
た
か
ら
で
は
な
か
ら
う
か
。
そ

の
や
う

に
考

へ

て

み
れ
ば

『
笈

の
小
文
』

の
旅
か
ら
帰

つ
た

(
貞
享

五
年

)
元
禄
元
年

の
作

に
作

つ
た
も

の
と
考

へ
る
よ
り
も
、
旅

に
出
発
す

る
前

の
貞

。
享

四
年
秋

に
こ
の
付
合
が
成

つ
た
も

の
と
見

る

べ
き
で
あ
ら
う
。

7

発

句

・

脇

--

貞

享

四
年
ー

ー

(
颪

讐

物
語

・
熱
田
三
歌
仙
』
)
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檜
笠
雪

を

い
の
ち

の
舎
り
哉

、

●

桐

葉

,

翁

『
一
葉
集

』
に
貞

享
元
年

と
し

、
『
一
代
集
』

も
同
じ
く
元
年

と
す

る
。
貞
享
元
年

の
冬

に
も
芭
蕉

は
熱

田
の
桐
葉

の
と

こ
ろ
に
滞
在

し

て
ゐ

る
か
ら

(
『
野
ぎ
ら

し
紀
行
』

の
旅
)
、

こ
の
年

の
作
と
見

ら
れ
な

い
こ
と
も
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
時

は
鳴
海

か
ら
直
ぐ

に
故
郷

伊
賀

へ
帰

つ
て
ゐ
て
、
こ
の
句

の
前

書

「
翁

み
の
路

へ
う
ち
越

ん
と
聞

え
け
れ
ば
」

(
熱
田
三
歌
仙

)
、

「
翁
是
よ
り
美
濃
路

へ
う
ち
越

ん
と
聞

え
け
れ
ば
」

(
籔
筥
物
語
)
と
の
関

係
に
無
理

が
生
ず

る
。

つ
ぎ
の

『
笈

の
小
文
』

の
旅

に
お
け

る
熱

田
滞
在

の
場
合

を
考

へ
て

み
る
と
、
芭
蕉
は
十

一
月
申
旬

、
三
河

の
保
美

に
杜
国

を
訪

ね
て
か
ら
十

六
日
鳴
海

の
知
足

の
所

に
戻
り
、

二
十

一
日
熱
田
の
桐
葉
亭

に

赴

き

二
十

五
日
ま
で
滞
在
、

二
十
四
日

に
は

「
雪

の
花

歌
仙
」

(
芭
蕉

・
桐
葉

両
吟

)
が
成

つ
た
。

以
下
美
濃
関

係

を
申
心
に
述

べ
れ
ば



二
十

五
日

に
は
名
古

屋
の
荷
分
亭

に
至

り
、
翌

日
折

か
ら
名
古

屋
に
来

た
岐
阜

の
落
梧

に
芭
蕉

を
招
か
う

と
す

る

凧

の
寒
さ
か
ね
よ
稲
葉
山

の
句

が
あ
り
、
そ
れ

を
立
句
と
し
て
、
荷
分

・
越
人

・
羽
笠

・
舟
泉

・
野
水

一
座

の
歌
仙

(未
満

三
十
句
)
が
あ

つ
た
。
十

二
月

一
日
に

熱

田

の
桐
葉
亭

に
戻
り
、
来

あ
は
せ
た
大
垣

の
如
行

と
三
吟
半
歌
仙

(
立
句

旅

人
と
我
見

は
や
さ
ん
笠

の
雪

如
行

)
を
巻

い
た
。
十

二
月
三
日
に
は
、
名
肯
屋

の
夕
道
亭

で
表

六
句
興
行

(
立
句

霰
か
と
ま
た
ほ
ど
か
れ
し
笠

や
ど
り

如
行

)
。
こ
の
聞

の
消
息

を

『
笈

の
小

文
』

で
は

此
間

、
美

濃

・
大
垣

・
岐
阜

の
す
き
も

の
と

ぶ
ら
ひ
来
り
て
、
歌
仙

あ

る
は

一
折

な
ど
度

々
に
及

。

と
し

る
し
て
ゐ
る
。

さ
う

し
て
芭
蕉

は
結
局

こ
の
折

に
も
美
濃

へ
は
赴

か
な
か

つ
た
け
れ

ど
も
、
度

々
招

か
れ
、
ま
た
彼
自
身

も
美
濃

へ

訪

れ

て
み
よ
う
と
思

ひ
立

つ
た
こ
と
も
あ

つ
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
、

「
是

よ
り
美
濃
路

へ
う
ち
越
ん
」
と

い
ふ
や
う
な
話
も
出

た
こ
と

あ
あ

つ
た
で
あ
ら
う
。
貞

享
元
年

と
四
年

の
熱

田
訪
問

の
外

に
は
、
芭
蕉
が
冬
季
熱

田
か
ら
美
濃

へ
出

か
け
よ
う

と
し
た
と
考

へ
ら
れ

る

旅

は
な
か

つ
た

の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
両
度

の
旅

の

い
つ
れ

の
時
に

お
い
て
こ
の
付
合

が
成

つ
た
か
と
考

へ
れ
ば

、
四
年
と
見

た
方

が
妥

当

で
あ
ら
う

と
思

ふ
。

8

水

仙

歌

仙

ー

元

禄

二
年
ー
ー

(
『
春

と
秋

」

)

水

仙
は
見

る
ま
を
春

に
得

た
り
け
り

路
通

・
李
沓

・
翁

・
亀
仙

・
泉
川

荻
野
氏

は
、

こ
の
歌
仙

は
元
禄

二
年

正
月
の
興
行

と
考

へ
ら
れ
る
と

い
つ
て

居
ら
れ

る
。

『
一
葉
集
』

・

『
一
代
集
』

は
と
も

に
元
禄

四
年

作

と
し
、
小
宮
氏
も
元
禄
四
年

と
す

る

(
『
芭
蕉
連
句

集
』

)
。

『
芭
蕉
翁
俳
譜
集
』

に
は
元
禄

六
年

の
部

に
収

め
て
あ

る
。
賛
川

他
石

氏

の

『
芭
蕉
全

集
』

に
は

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考
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人

文

研

究

第
十
五
輯

此
巻

『
春

と
秋
」

に
あ
り
。

『
一
葉
集
』

は
元
禄

四
年

と
す
。
さ
れ
ど
四
年
正
月
頃

路
通
は
江
戸

に
在
り
、
芭
蕉

は
大
津

に
在

り

た

り

。
.又

六
年

に
は
路
通
芭
蕉
よ
り
遠
ぎ
か
り
居
り
た
れ
ば
、
此
巻

は
元
禄
三
年

と
推
定
す

べ
き
か
。

と
述

べ
て

ゐ
る
。
四
年

説
、

六
年
説

の
成
立

し
な

い
こ
と
は
右

の
他
石
説

に
よ
り
て
明
ら

か
で
あ

る
。
し
か

し
、

こ
れ
だ

け
で
直
ち

に
三

年
作

と
決
め
て

し
ま

ふ
わ
け

に
は

ゆ
か
な

い
で
あ
ら
う
。
も

つ
と
ほ
か
の
年

に
ま
で
制
作

の
可
能
性

を
ひ
ろ
げ

て
考

へ
ら
れ
な

い
で
あ
ら

う

か
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
歌
仙

は
脇

に

窓

の
ほ
そ
め
に
開
く
歳
旦

李

沓

と
あ

る
と
こ
ろ

か
ら
大
体
正
月

の
作

と
見

ら
れ
る
の

で
あ

る
が
、
芭
蕉
と
路
通
と
が
正
月

に

一
座
す

る
条
件
が
揃

つ
て
ゐ
る
は
元
禄

二
、

三

の
両
年
だ
け

で
あ

る
。

(
「
衣
装

し
て
梅
改

む
る
歌
仙
」

の
項
参
照
)
。
従

つ
て
制
作
年
代

の
可
能
性

を
ひ
ろ
げ

て

み
て
も
、

こ
の
両
年

だ
け

に
限

定
さ
れ
る
わ
け

で
あ

る
。
さ
う
す

る
と
、
こ
の
両
年

の
う
ち
の
ど
ち
ら

と
考

へ
た
方
が

い
い
か
と

い
ふ
こ
と

に
な
る
。
こ

こ
で
・

他

の
三
人

の
連
衆

の
関

係
か
ら
年
代
が
定

め
ら
れ
な

い
だ

ら
う
か
と
考

へ
て

み
る
と
、
李

沓

・
亀
川

・
泉
川

の
三
人

は
こ
の
歌
仙

一
巻

に

あ
ら

は
れ
る
だ
け

で
、
他

の
芭
蕉
連
句

作
品

に
は
全

く
見
ら

れ
ず
、
ま
た

七
部
集

に
も
全

く
そ
の
作

が
採
ら

れ
て

ゐ
な

い
。
従

つ
て
、

い

か
な

る
人
物

か
も
判
明

せ
ず

、
こ
の
三
人

の
関
係

か
ら

は
年
代

は
推
定

で
き
な

い
。
連
衆

の
関
係
か
ら
考

へ
る
と
す

る
と
、
芭
蕉

と
路
通

と
か
ら

み
て
ゆ
く
ほ
か
は
な

い
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
で
、

こ
の
両
年

に
お
け

る
芭
蕉

と
路
通

の
関
係
を
み
て

み
る
と
、
芭
蕉

に
逢

つ
て
み

・
た
く
て

路
通
が

江
戸
に
下

つ
た
の
は

貞
享

五
年

(
元
禄
元
年

)

の
春

で
あ

つ
た
。

し
か

る
に
芭
蕉

は

『
笈

の
小
文

』
の

旅
申

で

不
在

で

あ

つ
た
。
路
通
は
そ

の
ま
ま
江
戸

に
在

つ
て
芭
蕉

の
帰
り

を
待

ち
、
八
月
下
旬
師
が

『
更
科
記
行
』

の
旅

か
ら
帰

る
の
を
迎

へ
て
対
面

し

た
。
以
後

路
通

は
九
月
十
日

の
素

堂
亭

の
観
菊
会
、
十
三
夜

の
芭
蕉
庵

の
月
見

の
宴

の

一
座

に
連

な
り

(
『
笈

日
記

』
)
、
こ
の
冬

、
曽
良

・
夕
菊

・
友

五

・
苔
翠
な
ど
と

『
幽
蘭
集
』
所
収

の
三
歌
仙

遊
芭
蕉

の
さ
ば
き

の
下

に
巻

き
、
十

二
月
十

七
日
に
は

師
と
曽
良

そ
の
他
門

人

六
人

と

「
深
川
八
貧
」

の
句

が
あ

つ
た
。

(
路
通
真
蹟
)
。
明
け
て
元
禄

二
年
春

に
は
芭
蕉

・
曽
良

・
前
川

と

「
衣
装

し
て
梅
改

む

る

一38一



歌
仙

」

(
『
真

向

翁

』

)

一
巻

が

あ

つ
た

。

そ

の
間

の
師

と

の
風
交

の
状

態

は

　

ヨ
ヂ

翁

も
頃

日
帰

庵

な

り

し

か
ば

、

か
ぎ

り

あ

る
命

に
、

求

が

た

き
願

ひ

み
ち

て

、

佗

る

に

つ
の
り

、

詠
ず

る

に
高

し

。
昼

は
杖

を
肇

、

沓

ヒ
キ

ァ
マ
リ

　

を
曳

て

、
志

を
雲

-
雨

の
外

に

あ
そ
ば

し

め
、
夜

は

と

も

し

び

を

と
り

、
机

に
そ

ひ
て

、

お

ほ
く

は
千

ー
古

の
余

を
論

ず

。

か

な

ら

ず

ソ

シ

世
を

い
ろ
ひ
、
入
を
諺

る
と
は
な
け
れ
ど
、
目
な

れ
聞
馴

れ
し
、
上
ぎ
ま
下
ざ
ま

の
品
な
ど
、
物
ず

き
に

い
ひ
の

㌧
し
る
は
暫

ー
時

の

情

を
む
す

ぶ
な

る

べ
し
。

(
反
店
文
)

か
う

し
て
、

「
此
ー
春

も
春
め
き
」

ま

た
流
浪

の
思

ひ
を
も
よ
ほ
さ
れ
て
路
通
は

江
戸
を
去

る
の
で
あ
る
。

さ
う

し
て
、
秋

八
月

に
は
、

、
奥
羽

の
行
脚

を
終

つ
て
敦
賀

の
津
ま

で
来

つ
た
芭
蕉

を
出
迎

へ
、
以
後

、
大

垣

・
伊
勢

・
伊
賀

・
奈
良
等

に
伴

は
れ

(
『
曽
良

日
記
』
・
『
全

伝
』
)
さ
ら

に
落
柿
舎

・
湖
南
等

で
芭
蕉

に
親
爽
す

る
機

会
を
得

た
。
そ
れ
か
ら
元
禄

三
年
正
月

三
日
、
師

と
別
れ

、
以
後
顔

を
合

は

せ
た

こ
と
な
く

(
元
禄

三
年

四
月
十
日
附

、
此
筋

・
千
川
宛
芭
蕉
書
簡

、
「
且
又

路
通
正

月
三
日
立
別

、
其
後

逢
不
申
候
。
頃

日

ハ
用

事
有

之
、

江
戸

へ
下

リ
候
よ

し

二
て

、
定
而
追
付
帰
可
申
候
」
。
)
三
月
下
旬
頃
湖
南

で
珍
碩

・
芭
蕉

の

「
発
句

・
脇
」
を

つ
い
で
、
珍
碩

と
歌
仙

一
折

(
『
ひ
さ

ご
』
春

の
草

歌
仙
)
を
巻

い
た
が
、
後

江
戸

に
下

つ
た
。

さ
う

し
て
、
西

上
は
翌
四
年
夏

と
な

つ
た
が
、
、
こ
こ
に
ふ
た
た
び
師

に
親

爽
す
る
こ
と

を
得

て

「
蝿

な
ら

ぶ
歌
仙

」
(
『
折

つ
＼
じ
』
)
、
「
牛
部
屋

歌
仙
」
(
『
星

会
集
』
)
、
「
月

の
雲

歌
仙

」
(
『
堅

田
集
』
)
、

「
稲

の
穂
並
歌
仙
」
(
『
菊

の
露
』
)
の
四
歌
仙

に

一
座

し
、
師

の
さ
ば

き
を
受

け
た
。

一
方

、
芭
蕉

の
方

は
、
年
末
大

津

に
智
月

を
訪

ね
、

膳
所

で
越
年

。
三
年
正
月
三
日

(
ま
た
は

四
日
)
伊
賀

に
帰
り

、
三
月
ま
で
お

ほ
む
ね
他
出

し
な

か

つ
た
。
右

の
様

な
芭
蕉

◎
路
通

の
関

係

で
あ
り
、
元
禄

二
、
三
年

の
間

に
お

い
て

は
、
ま
だ
路
通
も
同
門

の
聞

に
も
反

感
を
持

た
れ
て
居
ら
ず

、
ま
た
師
に
対
す

る
驕

慢

の
心
も

持

つ
て

ゐ
な
か

つ
た
。
そ
れ
故

A
芭
蕉

・
路
通

の
関
係
だ

け
か
ら

は
、

二
、
三
年

の
い
つ
れ

の
作
と
も
決

し
が

た

い
が
、
も
し
も
三
年

に

成

つ
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
歌
仙

は
元
日
か
ら
三

日
ま

で
の
間
に
湖
南

に
お

い
て
作
ら
れ
た

の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず

、
ま
た
連
衆

の
う
ち

に

膳

所

の
曲
水

・
怒

誰
と
か
、
大

津
の
乙
州

・
智

月
な
ど
湖
南

の
俳
人

た
ち
が
誰
か
加

は
る
は
ず

で
あ
る
。
然

る
に
膳
所

・
大

津

の
俳

人
が

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考

一39一



＼

人

文

研

究

第
十
五
輯

一
人
も

一
座

せ
ず

、
ま

た
李
沓

以
下

の
他

に
全
然

所
見

の
な

い
や
う
な
連
衆

と
湖
南

に
お

い
て
俳
譜
興
行

し
た
と
も
考

へ
ら
れ
な

い
。
や

は
り
、

二
年

正
月

に
こ
の
作
品

は
江
戸

に
お

い
て
成

つ
た
も

の
と
見

る
方
が
無
理
が
少

い
で
あ
ら
う
。
そ
れ

で
、
荻
野
氏
が

こ
の
歌
仙

を

二
年
正
月

の
興
行
と
考

へ
ら
れ

る
と
述

べ
て
居
ら

れ

る
の
を
採
り

た

い
。

ま

た
、

こ
の
歌
仙

の
付
句

の
う
ち

に

『
笈

の
小
文

』
の
旅

の
回
想

か
ら
出

た
も

の
と
思

は
れ
る
も
の
が

あ
る
。

陀

袋

さ
が
す
木
曽
の
橡

の
実

・

路

通

月

の
宿
亭
主
盃
持
出

で
よ

芭

蕉

い
つ
た

い

「
笈

の
小
文
』

の
旅

の
あ
と
に
な

つ
た
作
品

で
は
、旅
申

の
回
想
、経
験

か
ら
連
想

さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
や
う

な
付
合

が
多

い
。

人
去
て

い
ま
だ
御
座

の
匂

ひ
け

る

越

人

初
瀬

に
こ
も

る
堂
の
片
隅

芭

蕉

(
『
膿
野
』
雁

が

ね
歌
仙

)

●

行
雁

に
お
く
れ
て

一
羽
残
け
り

色

夕

菊

沖

に
舟
見

る
敦
盛
の
塚

泥

芹

、

(
『
は
し
ら

こ
よ

み
』

月
出
ば
行
燈

消
サ

ン
半
歌
仙

)

O

入
過
て
余

し
よ
し
野
花

の
奥

何
が
何

や
ら
は
る
の
し
ら
雲

●

身

は
か
り
そ
め

に
猿

の
腰

か
け

い
ざ
よ

ひ
も
同

じ
名
所

に
帰
り

け
り

前 芭

川 蕉

曽 此

良 筋

(
『
真
向
翁
』
衣
装

し
て
梅
改

む
る
歌
仙

)

(
『
雪
ま
ろ
げ
』

か
げ

ろ

ふ
歌
仙

V
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そ
れ
故

、

こ
の

「
木
曽

の
橡

の
実
f
月

の
宿
」

の
付
合
も

、
や
は
り

『
笈

の
小
文
』

の
旅
申

の
回
想
談
が
連
想
の
奥
底

に
あ

つ
た
の
で
は

な
か
ら
う

か
。
ま
た
、

こ
の
歌
仙
中

智

入

に
茶
売
も
己
が
名
を
替

て

李

沓

恋

に
古

風
の
残

る
奥
筋

芭

蕉

と

い
ふ
付
合

も
あ
る
か
、
こ
れ
は
そ
の
時
す

で
に
芭
蕉

の
心
申

に
描
か
れ

て
ゐ
た

『
奥

の
細
道
』
の
旅

へ
の
心
の
う

ご
き
か
ら
来
た
連
想

で

あ
ら
う
。
こ
れ
ら
の

こ
と
も

二
年
説

を
裏
付

け
る

一
つ
の
条
件

と
な
ら
う
。
さ
ら

に
最
後

に
付

け
加

へ
て
お
き
た

い
と
思

は
れ

る
こ
と
は
、

『

一
葉
集
」

に
お
い
て
は
、
連
衆

の
李
沓
が
残
香

、
亀
仙

は
此
筋
、
泉
川

は
千
川
と

な

つ
て
ゐ
る
こ
と

で
あ

る
。
残
香

・
此
筋

・
千

川
は
大

垣
藩
士

で
あ
り
、
こ
の
三
人
が
ど
う
し

て
李
沓

画
亀
仙

・
泉
川
と
入
れ
換

つ
た
か
、
ま

た
両
方

の
関
係

は
ど
う

い
ふ
こ
と

に
な

る
の
か
、
さ

ら
に
本

作
品

の
伝
来
が
ど
う
な

つ
て

い
る

の
か
考
察

さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
は
後

日
に
調

査
す

る
と
し

て
も

か
り

に
李
沓
等

で
な
く
残
香
等

の
作
品
と
す
れ
ば
、

こ
の
連
衆

の
顔

ぶ
れ

か
ら
考

へ
て
も
ち
ろ
ん
三
年

正
月

に
膳
所

で
こ
の
歌
仙
が
巻

か

れ
た
と
見

る
の
は
無
理

で
あ
り
、

二
年
正
月
江
戸

に
お

い
て
在

府

の
大
垣
藩
士
た
ち
と
興
行

し
た
と
見

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
で
あ
ら
う

。

9

衣

装

し

て

梅

改

む

る

歌

仙

-
i

-
元
禄

二
年

ー

・

、

(
『
真

向

翁

』

)

衣
装

し

て
梅
改
む

る
匂

ひ
か
な

曽
良

。
前
川

・
路
通

・
は

せ
を

『
一
葉

集
』
・
『
一
代
集
』

と
も

に
元
禄

四
年

の
作
と
す

る
。
小
宮
氏

は
元
禄

四
年

?
と
す

る
。
し
か
し
、
元
禄

四
年

の
春

に
は
芭
蕉

は

上
方

に
、
路
通
は
江
戸

に
居
り

(
『
勧
進
牒
』
)
、

こ
の
両
人

が

一
座
す

る
こ
と

は
な

い
の
で
、
四
年
作

と

い
ふ
こ
と
は
考

へ
ら
れ

な

い
。

い
ま

、
路
通
の
動
勢

に

つ
い

て
略

述
す

る
と

延
宝

二
、
三
年
頃

よ
り
乞
食
生

活
。

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考

一41一



人

文

研

究

第
十
五
輯

貞
享

二
年

三
月
頃
芭
蕉

の
門

人
と
な
る
。

貞
享

五
年

(
元
禄
元
年

)
春

江
戸

に
芭
蕉
を
訪

ね

て
下

つ
た
が
旅
中

に
て
不
在

。

八
月
下
旬

『
笈

の
小

文
』

・

『
更
科
紀

行
』

の
旅
を

終

へ
て
帰

つ
た
芭
蕉

に
対
面
。
以
後
翌
年
春
ま

で
芭
蕉

に
親
爽
。

元
禄

二
年
春

、
江
戸
を
去

る
。

(
返
店

ノ
文
)

同
年

八
月
、
奥
羽
行
脚
を
終

つ
た
芭
蕉

を
敦
賀

の
港

に
出

迎

へ
る
。

そ

の
後

、
伊
勢

・
伊
賀

・
奈
良

・
京

・
湖
南
等

に
芭
蕉

に
随
従

。
元
禄
三
年

一
月
三
日
、
芭
蕉

と
別

る
。
以
後
芭
蕉

と
会

ふ
機

会
を
持

た
ず

、
同
年
春
江
戸

へ
下

る
。

つ
い
で
奥
羽
行
脚

。
冬
江
戸

に
在
り

、
句
勧
進

を
始
む

。

(
十

一
月
十

八
日
)

元
禄

四
年
春

、
東
下

の
乙
州
等
と
歌
仙

あ
り
。
『
勧
進
牒
』

成
る
。
秋
湖
南

に
在

り

て
師

に
親
爽

し
、
蝿

な
ら
ぶ
歌
仙

(
『
折

つ

＼
じ
』
)

・
牛

部
屋
歌
仙

(
「
星
会
集
』
)

・
月

の
雲

歌
仙

(
『
堅
田
集
』
)

・
稲

の
穂
並
歌
仙

(
『
菊

の
露
』
)
等

に

一
座
す
。

こ
の
後

次
第

に
芭
蕉

な
ら

び
に
門
人

か
ら
疎
隔
。

元
禄

七
年
芭
蕉
最
後

の
旅

の
際
、
師

へ
の
不
義

理
を
許
さ
れ

た
。

(
『
芭
蕉
翁
行
状
記
』
)

右

に
ょ

つ
て
み
れ
ば
、
芭
蕉

と
路
通
が
春
季

に

一
座
す

る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
元
禄

の
二
、
三

の
両
年

だ
け
と
な
る
。
さ
ら

に
こ
の

巻

の
連
衆

に
は
立
句

の
作
者
曽
良

と
大
垣
藩
士
津
田
前
川
が

ゐ
る
。

こ
の
四
者
が
相
会
す

る
機
会
を
持

つ
こ
と
が

で
き
る
可
能
性

が
あ

つ

た
の
は
、
さ
ら

に
時
間

が
限
定

せ
ら
れ

て
元
禄

元
年
秋
か
ら

二
年

三
月

『
奥

の
細
道

」
の
旅
の
出
発
ま

で
の
七
箇
月

ほ
ど

(
こ
の
間
前
川

が
江
戸
詰

で
あ

つ
た
と

し

て
)
と
、
こ
の
旅

の
最
後

、
九
月
三
日
大
壇

に
お
け

る
芭
蕉

・
路
通

・
曽
良

・
前
川

の
再

会
以
後

、
九
月
六
日
芭

蕉

・
曽
良

・
路
通
が
伊
勢

の

遷
宮
拝
観

の
た
め
大
垣
を

出
発
す

る
ま

で

(
こ
の
時
は
前

川
は
大
垣

に
在

つ
て
芭
蕉
を
迎

へ
た
,ー
1

『
奥

の
細
道
』
大
垣
着

の
章

ー

-)
の
四
日
間

に
限
定

さ
れ

る
。

こ
う
の

ち
、
元
禄

二
年

九
月

の
場
合

は
、
立
句

の
春
季

に
合

は
な

い
。
従

つ

て
、

こ
の
歌
仙
が
作
ら
れ
た
の
は
元
禄

二
年

の
春

と

い
ふ
こ
と

に
な
る
。
前
川
が

こ
の
時
江
戸
詰
で
あ
た

つ
と

い
ふ
こ
と
を

こ
の
歌
仙
以

一42一



外

に
証
明
す

る
資
料
は
見
出

せ
な

い
が
、
江
戸

の
藩
邸

に
詰
め

て
ゐ
た

こ
と
は
考

へ
ら
れ

る

こ
と
で
あ
る
。
推
論

の
手
順

は
逆

に
な
る
が

し
む

ろ
こ
の
歌
仙

に
,一
座
し

て
ゐ
る
こ
と
が
、
彼
が
そ

の
時

江
戸
詰

で
あ

つ
た
こ
と

を
立
証

す

る
も
の
で
あ
ら
う
。

-o

発

句

・

脇

ー

⊥
兀
禄

二
年
作

-

-

.

"

(
『
後

の
旅
』

)

胡
蝶

に
も

な
ら

で
秋

ふ
る
菜

む
し
哉

芭

蕉

・

如

行

『
一
葉
集
」

に
元
禄

四
年
作
と

し
、

『
一
代
集

』
も

こ
れ

に
従

つ
て
ゐ
る
。
元
禄
四
年
芭
蕉

が
帰
東

の
途
次

に
如
行
亭

に
立

ち
寄

つ
て

の
作
と
見
た
も

の
で
あ
ら
う

。
し
か
し
、
四
年
帰
国

の
際

に
は
、
十
月
初
旬
、
江
東
平
田
の
明
照
寺

に
李

由
を
訪

ひ
、
そ
れ
か
ら
美
濃

に

至

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
美
濃

に
入

つ
た
の
は
す

で

に
初

冬

で
、

こ
の
時
美
濃

の
地

で
作
ら
れ

た
連
句

を
見

る
と

元
禄
四
年

の
初
冬
茅

屋

に
芭
蕉
翁

を
ま
ね

き

て

も
ら

ぬ
ほ
ど

け
ふ
は
時
雨

よ
草

の
屋

ね

斜

嶺

(
『
後

の
旅

』
)

を
立
句

と
す

る
半

歌
仙

、

な
ら

び
に
発
句

脇
と
し

て

芭
蕉
翁
行
脚

の
時

、
予

が
草
戸

を
拍

き
て
、
作
り
な
す
庭

に
時
雨

を
吟

じ
給

ひ
、

洗

ひ
揚
た

る
冬
葱
の
寒

さ
を
見
侍

る
折

か
ら

に

木
嵐

に
手
を
あ

て

㌧
見

む

一
重
壁

(
規

外

)

四
日
五
日
の
時
雨
霜
月

、

翁

(
『
国

の
花
』

)

が

あ

つ
て
、
も

は
や

「
秋

ふ
る
菜

む
し

」
の
季
節

で
は
な
く
な

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
そ
の
点

に
四
年
説

は
矛
盾

を
来

た
す
。
『
後

の
旅
』

(
如
行
著
)
を
記

る
と

…
蓬
葎

の
寂
課

の
下

に
き
り
み
＼

す
を
聞

て
、
千
百
余

里
の
瞼
難
終

に
か
う

べ
を
し
ろ

ふ
し

て
、
み
の

㌧
国
我
さ
と

に
う

つ
り
給

。

句

ど
も
あ
ま

た
有

。
此
事
は

『
紅
く

の
し
ほ
り
」

に
の

こ
し
給

へ
ば
大
形

は
も
ら
し

つ
。

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考

一43一
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第
十
五
輯

胡
…蝶
に
も
な
ら
で
秋

ふ
る
菜

む
し
哉

と
あ

る
の
で
、
元
禄

二
年

、
奥
羽

の
旅

を
終

へ
た
芭
蕉

が

「如
行
が
家

に
入
」

つ
た

(
『
奥

の
細

道
』
)

の
時

の
作

で
あ
る
こ
と
が
判

明

す

る
。

そ
の
時
芭
蕉

を
迎

へ
た
如
行
自
ら
が
記
し

た
と

こ
ろ
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
に
従

ふ

べ
き
で
あ
ら
う

。

11

発

句

・

脇

-

元
禄
三
年

ー

-

(

『
み

つ

の

か

ほ
』

)

,-44一

 

見
送

り
の
う

し
ろ
や
寂

し
き
り
み
＼

す

`

翁

・

野

水

『
一
代

集
』

に
は
元
禄

四
年
作
と
推
定

し

て
ゐ
る
。
前

書

に

「野
水

が
旅
行

を
送
り

て
」
と
あ

る
か
ら

、
彼

が
京
か
湖
南

か
江
戸

か
、

と

に
か
く
遠
隔

の
地

へ
出
向

い
た
場
合

が
考

へ
ら
れ
よ
う
。

(
大
垣

や
岐
阜
辺
ま

で
の
旅

で
は
、
こ
の
や
う

な
饒
別

の
句

を
送

る
こ
と
も

な

い
で
あ
ら
う
。
)
脇
句

に

来

る
春
ま

で
と
柳
ち

る
陰

野

水

、

と
あ

る
か
ら
、
長

い
閲

の
別
れ

を
惜

し
む
、

し
み
じ
み
と

し
た
気
持

が
出

て
ゐ
る
。
野
水

の
旅
行
を
送

る
と

い

へ
ば

、
彼

が
名
古
屋
か
ら

出
立

つ
の
を
送

る
場
合

と
、
旅
先

か
ら
帰
郷
す

る
の
を
送

る
場
合
と
が
考

く
ら
れ

る
。
前

の
場
合

を
考

へ
れ

ば
、
芭
蕉
が
秋
季

に
名
古
屋

を
訪

れ

て
ゐ
る
の
は
、
元
禄
元
年

の
七
月
か
ら

八
月

に
か
け

て
の
期
聞

だ
け
で
あ
る
。
す

な
は
ち
、
七
月

七
日
名
古

屋
か
ら
鳴
海

の
知
足

亭

に
至

り
、
同

十
四
日
名
古

屋

へ
赴

い
た
。

八
月
三
日
、
名
古
屋

に
在

つ
た
が

(
知
足
真
蹟

)
、
同

月
上
旬

し
ば
ら
く
熱

田
桐
葉
亭

に
滞

在

し
た
。
八
月
十

日
頃
越
人

と
と
も

に
信
州
更
科

の
月
見

に
赴
く
、
と

い
つ
た
動
勢

で
あ

る
。

こ
の
聞

に
野
水
が
旅
行

に
出
立

つ
た
こ
と

も
知
ら
れ

て
ゐ
な

い
し
、
ま
た
、

七
月
か
ら
八
月
月
初

に
か

け
て
の
作

と
す
る
と
、
脇

の

「
柳
ち

る
陰
」
が
季
節
が
少
し
早
す
ぎ

る
。
ま

た

「
見
送
り

の
う

し
ろ
や
寂

し
」
と

い
ふ
の
は
、
名
古
屋

か
ら
所
用
で
出

か
け
る
の
を
送

る
と
し

て
は
さ
び

し
す
ぎ
る
で
あ
ら
う

。
そ

こ

で
、

こ
の
場
合

の
作
と
考

へ
る
の

に
は
少

し
無

理
が

あ

る
で
あ
ら
う
。



つ
ぎ

に
、
野
水
が
旅
先

か
ら
帰

る
の
を
芭
蕉
が
送

る
場
合

と
考

へ
れ
ば
、
元
禄
元
年

、

二
年

を
除

け
ば
貞
享

二
年

か
ら
元
禄

七
年
ま

で
の

い
つ
れ
の
年

で
も
そ

の
可
能
性
が
考

へ
ら
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
そ

の
場
合
、
野
水

ほ
ど

の
作
者

で
あ
る
か
ら
、
旅

に
出

て
芭
蕉

に
逢

つ
て

ゐ

る
と
す

れ
ば
何

か
資

料
が
残

る
わ
け
で
あ

る
。

こ
と

に
元
禄

に
入

つ
て
か
ら

は
、
芭
蕉
関
係

で
は

い
ろ

い
ろ
と
残

さ
れ

て
ゐ
る
資
料
が

多

い
の
で
あ
る
が

、
野
水

が
芭
蕉
を

は
る
ば

る
と
訪

ね
た
こ
と

を
示
す
資
料

は
元
禄
三
年

に
あ

る
だ
け
で
他

の
年

に
億
な
い
。
元
禄
三
年

に
は
、
野
水

は
幻
住
庵

に
師
を
訪

れ
、
そ
の
折

の
吟

く

さ
め
の
あ
と
し
つ
か
也

な

つ
の
山

、

、

は

「
几
右

日
記
」
(
『
猿
蓑
』
)

に
し
る
さ
れ

て
ゐ
る
。
ま
た
、

八
月
下
旬
乃
至

九
月
の
興
行
と
見
ら
れ

る

「
灰
汁
桶
歌
仙
」
(
『
猿
蓑

』
)

の
連
衆

と
し

て
凡
兆

・
去
来

と
と
も

に
芭
蕉

の
さ
ば
き
を
受

け

て
ゐ
る
。

こ
の
度

の
芭
蕉
訪
問

の
旅

の
際

の
饒

別
と
見
れ
ば
(
脇
句

の
季

節

に
も
無

理
が

な

い
し
、「
ま

た

「
来

る
春
ま

で
」
と
契

る
情
も
極
め

て
自
然

に
受

け
と
れ
よ
う

。
勝
峯
氏

の
推
定

せ
ら
れ

る
元
禄
四
年

の

晩
秋

は
芭
蕉
自
身
が
東
下

し

つ
つ
あ

つ
た
時
期

で
、
野
水

が
京

・
湖
南

辺
で
芭
蕉

に
出

逢

つ
た

こ
と

は
資
料

も
な

い
し
、
考

へ
に
く

い
こ

と

で
あ

る
。
ま

た
、
四
年
秋
と
す
れ
ば
、
脇

の

「
来

る
春
ま

で
と
」

は
芭
蕉

の
東

下
り

の
予
定

を
矛
盾
す

る
。
そ
れ
故

こ
の
作
品

は
、
元

禄

三
年
秋

の
作

と
推
定
す

る
の
が
最
も
無

理
が
な

い
こ
と

に
な

る
で
あ
ら
う
。

12

鳴

や

ほ

と

二
ぎ

す

歌

仙

-
1

、元
禄

六
年

作
ー

ー

(
『
鄙
懐

紙

』

)

風
流

の
ま

こ
と
を
鳴

や
ほ
と

㌧
ぎ
す

涼
葉

・
芭
蕉

・
青
山

・
曽
良

・
濁
子

・
嵐
蘭

・
岱
水

・
曲
翠

・
嵐
雪

…
怒
誰

『

一
葉
集
』

に
元
禄

五
年

と
し
、
「
一
代
集
』
も

こ
れ

に
従

つ
て

ゐ
る
。
荻
野
氏

・
吉
田
義
雄
氏

(
芭
蕉
連
句
考
)
は
六
年
作

と
す

る
。

連
衆

の
う
ち

に
、
江
戸
大
垣
俳
人

の
ほ
か
、
曲
翠

・
怒
誰
の
両
膳
所
俳
人
が
加

は

つ
て
ゐ
る
。
怒

誰
は
、
彼
宛

の
元
禄

五
年

七
月

二
十
四

日
附
芭
蕉
書
簡

に
ょ
れ
ば
、
す

で
に
そ
の
時

江
戸

に
居

つ
た

こ
と
、
ま
た
同
時

に
曲
翠

は
ま

だ
そ
の
時
江
戸

に
は
居
ら

な
か

つ
た

こ
と
が

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考

一45一
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十
五
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わ
か
る
。
ま
た
同
書
簡

に
は
曲
翠

は

「
来

る
二
日
、
三

日
下
着
之
袖
」

と
あ

る
の
で
、
八
月
の
初
旬

に
は
江
戸

に
着

い
た
で
あ
ら
う

こ
と

を
思

は
せ
る
、
曲

翠
宛

の
芭
蕉
書
簡

(
元
禄
五
年

二
月
十

八
日
附

、
同
年

九
月
十

七
日
附

)
に
よ

つ
て
も
、
五
年

の
夏
頃

は
ま
だ
曲
翠

は

膳
所

に
あ
り

、
秋

に
な

つ
て
か
ら
江
戸

に
下

つ
た

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
り
、

こ
の
歌
仙

が
元
禄

五
年

に
成

つ
た

と
は
、
言

ふ
こ
と
が

で

き

な

い
。
江
戸
滞
在
申

の
曲

翠

に
は
、
芭
蕉

か
ら
五
年
十

二
月
、
六
年

」
月

二
日
、
二
月
八
日
と
し
ば
し
ば
書
簡
が
書
か
れ

て
ゐ
る
。

(
書

簡

に
よ

る
考
証

は
吉

田
氏
の

「
芭
蕉
連
句
考
」

に
詳

し

い
。
)
ま
た

『
藤

の
実

』

(
元
禄

七
年
刊

)
に
は
、

「
芭
蕉
庵

に
て

夕
立

や
風

を
ゆ
り

込
軒

の
芦

曲
翠
」

と

い
ふ
句

が
見

ら
れ
る
。
曲
翠
が

六
年

の
夏
期

ま

で
江
戸

に
在

つ
た
と

い
ふ
こ
と
が
推
定

せ
ら
れ

る
の
で
、

こ
の
歌
仙

は
、
元
禄

六
年

の
作

と
す

る
荻
野

・
吉

田
説
が
妥

当
で
あ

る
。

七
年
作
と
見

る
こ
と
は
、
嵐
蘭

が
元
禄

六
年

八
月

に
死
去
し

て

ゐ
る
こ
と
か
ら
不
可
能

で
あ
る
。

、

15

朝

顔

歌

仙

朝
顔

や
夜

は
明

け
き
り

し
空

の
色

初

茸

歌

仙

初
茸
や
ま
だ
日
数
経

ぬ
秋

の
露

鴉

の

声

歌

仙

帷
子
は
日

々
に
す

さ
ま
じ
鳩

の
声

「
朝
顔

歌
仙
」

は

『
一
…葉
集
』

i

元
禄

六
年
作
i
ー

史

邦

・
浩

圃

・
翁

・
魯

可

-
・里

圃

・
乙

州

-ー

-元

禄

六
年

作

・i

翁

・
岱
水

・
史

邦

・
半
落

・
嵐

蘭

…
ー

元
禄

六
年
作

ー

史
邦

・
は

せ
を

。
岱
水

『
一
代

集
』

に
元

禄

六
年

と
す

る

。

「
初

茸

歌
仙

」

(
『
翁

草

』

)

(
『
猿

舞

師

』

)。

(
『
芭
蕉
庵
小
文
庫
」
)

に
元
禄

五
年

、

、

「
賜

の
声

歌
仙

」

は
、

『
一
葉

集
』

い
つ
れ
も
元
禄

五
年
作

と
す

る
。
荻
野
氏
は
三
歌
仙

と
も

六
年
説

。
こ
の
三
歌
仙

に
は
、

い
つ
れ
も
史
邦

が

一
座

し

て
ゐ
る
。
史
邦

の
東
下

で
は
元
禄

六
年
夏

な
の
で

(
市
橋
鐸
氏

『
史
邦

と
魯

九
』

)
な
の
で
、
す

べ
て
六
年

作
と
な

る
。
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O

14

さ

玉

ふ

く

雨

半

歌

仙

i

ー
元
禄

六
年
作
i
ー

(
『
鄙
懐
紙
』
)

名

月

や
さ

～
ふ
く
雨

の

は
れ

を
ま

て

濁
子

・
芭

蕉

・
千

川

・
凍

葉

・
此

筋

『

一
葉

集

』

・

『
一
代

集

」

に

は
元

禄

五
年

作

と
す

る
。

荻
野

氏

は

こ

の
半

歌
仙

に

つ
い

て
は
触

れ

て
ゐ

な

い
。

こ

の
作

品

を
元

禄

五

年

作

と

み
た

ら

ど

う

い

ふ
こ

と

に

な

る

で

あ
ら

う

か

。
千

川

・
此
筋

の

両
大

垣

藩

士

は

、'
こ
の
時

江

戸
詰

で

あ

つ
た

。
同

じ
く
大

垣
藩

士

の
濁

子

・
涼

葉

に

つ

い

て
は
、

そ

の
動

勢

を
審

に

し
得

な

い
の

で
、

こ

の

こ
と

か

ら

、

五
年

説

に

つ
い

て
、
可
否

は
論

ぜ

ら

れ

な

い
。

濁

子

の
立

句

は

『
三

日

月

日
記

』

に
採

ら

れ

て

ゐ

る
。

コ
ニ
日

月

日
記

」

の

「
望

月
」

の
部

に

は

名

月

や
門

に
指

く

る
潮

頭

芭

蕉

(
『
桃

の
実

』

・

『
陸
奥

千
鳥

』

)

以

下

、

三
十

七
句

の
名

月

の
吟

が
収

め

ら

れ
、

濁

子

の
句

も

名

月

や

さ

㌧
吹

雨

の
晴

を

ミ
む

・と

い

ふ
形

で
出

て
ゐ

る
。

こ

こ

に
見

え

る
門

人

達

の
句

で

『
三

日
月

日
記

』

以
外

の
俳

書

に
採

ら

れ

た

も

の

を

み

て
み

る

と

川
筋

の
関
屋
は
幾

つ
け

ふ
の
月

か
は
ぞ

ひ
の
畠

を
歩
行
月
見
哉

名

月

や
草

の
闇

に
も
白

き
花

侍

も
露

に
な
り

た
る
月

み
哉

名

月
や
先
蓋

と
り

て
蕎
麦

を
か
ぐ

稲

の
香

や
我
養

て
け

ふ
の
月

バ
註

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考

桃 嵐 史 左 杉 其

隣 雪 邦 柳 風 角

(
『
桃

の
実

』

・

『
流

川

集

』

・

(
『
杉

風

句
集

』

・

『
旅

袋

』

(
『
芭
蕉
庵
小
文
庫

』

(
『
玄
峯
句
集
」

(
『
桃
隣
句
集
』

・

『
流
川
集
』

・

他

の
俳
書
に
採
ら
れ
る
際
、
多
少
句
形
、
用
字
の
相
違
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
煩

を
避
け
て

一
々
そ
の
異
同
を
示
す

こ
と
は
省

い
た
。

『
旅

館

日
記

』

)

・

『
節

文

集

』

)

(
『
続

猿

蓑

』

)

・

『
薦

獅

子

』

)

・

『
桃

の
実

」

)

『
旅

館

日
記

』

))
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人

文

研

究

第
十
五
輯

と

い
ふ
や
う

に
な

つ
て
ゐ
る
。

『
桃

の
実
』

(
元
禄

六
年
刊

)
、

『
流
川
集
』

(
元
禄

六
年
刊

)
、
『
薦
獅
子
』

(
元
禄

六
年

刊
)
、

『
旅

館

日
記
』
(
元
禄
五
年
起
稿
。
許

六
が

同
年

七
月
東

下
の
際

の
句
日
記

と
し

て
起
稿
、
旅
寓
申

の
自
他
折

4
の
吟
そ

の
他

を
録
す
。
)
等

に

芭
蕉

・
其
角

・
嵐
雪

・
史
邦

・
桃
隣
等

の
句

が
載

つ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら

み
れ
ば

、

こ
れ
ら
の
句

は
お
そ
ら
く
元
禄

五
年

の
作

で
あ
ら
う
。

ま
た

『
三
日
月

日
記

」
に
だ
け
し
か
録

さ
れ

て
ゐ
な

い
が

松
島

に

て

松

し
ま

や
物
調

し
け

ふ
の
月

呂

丸

よ
き

名

月
は

ふ
り
能
馬

を
あ
ゆ
ま

せ
よ

重

行

此
句
は
呂
丸
旅
立

に
送
り
侍

る
よ
し
愛

に
印

ス

と
あ

る
二
句
も

、
呂
丸

の
松
島

を
見

て
江
戸

に
出

た
の
が
元
禄
五
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄

五
年

の
作

で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
以

上

か
ら
見
れ
ば

、
右

に
挙
げ

た
以
外

の
句

も

お
そ
ら
く
元
禄

五
年

作
で
あ

る
と
推
定

せ
ら
れ

る
で
あ
ら
う

。
さ
う

と
す
れ
ば

、
当
然
濁
子

の
句

も
元
禄
五
年

の
作
と

い
ふ
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、

こ
の
句

を
元
禄
五
年
作

と

い
ふ
の
に
は
少

し
聞
題
が
あ

る
。
そ
れ
は
、

こ
の
句

は
名
月

の
晩

に
雨
が
降

っ
て
ゐ
る
こ
と
を
詠

ん
で
ゐ
る
こ
と
で
あ

る
。
三
十

七
句
の
う
ち
、
芭
蕉

・
其
角

・
杉

風
の
句

を
は
じ
め
、
大
多

数
は
美

し
く
照
り
輝

く
月
光

を
描
写

し

て
ゐ
て
、
雨
が
降

つ
た

と
見
ら
れ
る
や
う

な
こ
と
は
表
現

さ
れ

て
ゐ
な

い
。
雨
が
降

つ
て
ゐ
る
こ

へ

と

を
確

実

に
詠

ん

で

ゐ

る

の
は

濁
子

の
句

の

ほ

か

に

ふ
れ
ば

と

て
宵

か
ら

ハ
寝

じ

け

ふ
の

月

雨

洞

一
句

が

あ

る
だ

け

で

あ

る
。
こ

の

二
句

が

あ

る

こ
と

で

、元

禄

五
年

の
十

五
夜

に
雨

が
降

つ
た

と

い

ふ
こ
と

は

い
ひ

き
れ

な

い

で
あ

ら

う

。

そ

れ

よ

り

、

こ
の
仲

秋

の
雨

の
句

は
、

元
禄

五
年

以
外

の
年

に

な

つ
た
句

で
あ

る

と

い
、ふ

こ
と
が

考

へ
ら

れ

て
よ

い
で

あ

ら
う

。

『
三

日

月

日
記

』

に
採

ら

れ

た
句

の
作
者

の

う
ち

、
千

川

・
左

柳

・
此
筋

は
江
戸

詰

で
あ

り

、

許

六
も

丁

度

当
時

江
戸

に
出

て
来

て
居

つ
た

。

こ
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れ
ら
の
江
戸
滞
在
中

の
門

人
と
江
戸
佛
人

に
は
、
近
作
夫
発
表

の
名
月

の
句
を
求
め
た

こ
と
で
あ
ら
う
、
し
か
し
、
膳
所

の
曲
水

・
里
東

・
洒
堂

、
京
都
の
去
来

・
史
邦
等

の
遠
隔

の
地

に
在

つ
た
門
人

の
句
は
、
は

る
ば

る
書
信

に
よ

つ
て
寄

せ
ら

れ
た
り
、
そ
の
他

の
方
法

に

よ

つ
て
芭
蕉

に
集

め
ら
れ
た
も

の
で

あ
ら
う

か
ら
、

か
な
ら
ず

し
も

こ
の
年

の
作
品
で

な
く
、

そ
れ
以
前

の
作

も
あ

つ
た
か
も

し
れ

な

い
。
た
と

へ
ば
去
来

の

山
野
に
遣

遙
し

て

岩

は
な
や
愛

に
も
月
…の
客

独

な
ど
は
、
有
名

な
こ
と

で
あ

る
が
、

『
去
来
抄
』
に

先
師
上
洛
の
時

、
去
来
日
、
洒
堂

ハ
此
句

ヲ

「
月
の
猿

」
と
申
侍

れ
ど

、
予

ハ

「
客
」
勝

な
ん
と
申
。

い
か

皮
侍

る
や
。
先
師
日

「
猿
」
,

と

ハ
何
事
ぞ
。
汝
、
此
句

を

い
か
に
お
も

ひ
て
作

セ
る
や
。
去
来
日
、
明
月

に
乗
じ
山
野
吟
歩

し
侍

る
に
、
岩
頭
又

一
人
の
騒
客
を
見

付

た
る
と
申
。
先
師
日

「
こ

＼
に
も

ひ
と
り

月
の
客

」
ト
、
己
と
名
乗
出

ら
ん

こ
そ
幾
ば
く

の
風
流

な
ら
ん
。
た

団
自
称

の
句
と
な
す

べ
し
。
此
句
は
我
も
珍
重

し
て

『
笈

の
小
文
』

に
書

入
け

乃
、
と
な
ん
。

元
禄

五
年
成

の

『
三
日
月

日
記
』

に
採

ら
れ

た
こ
の
句
は
、
す

で
に
そ
σ
前

に
芭
蕉
が
上
洛
し
た
時

に
知
ら
れ

て
ゐ
て
、
そ
の
撰
集
申

の

『
笈

の
小
文
』

に
書

入
れ
ら
れ
て

ゐ
た
の
で
あ
る
。
も

つ
と
も
、
こ

の
句

の
客

・
猿

問
答

は
芭
蕉
が
元
禄

七
年
上
洛
の
際

の
話

で
あ

る
か

も

し
れ

な
い
。
し
か
し
、
元
禄
五
年

の

『
三
日
月
日
記
』

に
す

で
に
採

ら
れ
て

ゐ
た
句

に

つ
い
て
、

七
年
上
京

の
際
に

こ
と
新

し
く
議
論

を
持
ち
出
す

と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
聞

に
時

日
が
経
ち
す

ぎ

る
こ
と
で
あ
ら
う
。

こ
と
に
、
そ

の
間

に
は
、
五
年

か
ら
六
年

に
か
け

て
洒

堂
東
下

の
こ
と
も
あ

る
。
従

つ
て

『
奥

の
細
道
」

の
旅

の
後

、
四
年

晩
秋
ま

で
芭
蕉
が
上
方
に
あ

つ
た
時

に
こ
の
議
論

は
あ

つ
た
も

の
で

あ
ら
う
。
し
か
る
に
、

こ
の
月
の
句

は

『
猿
蓑

』
に
し
る
さ
れ

て
ゐ
な

い
。
三
年

に
出
来
た
句

な
ら
ば
、
芭

蕉
が

こ
れ
だ

け
激
賞

し
た
句

で
あ
る
か
ら

『
猿
蓑
』
に
採

ら
れ
な

い
は
ず

は
な
い
。
従

つ
て
、
去
来
の

こ
の
句

は
、
元
禄
四
年

の
作

と
推
定

せ
ら
れ

る
。

こ
の
句

だ
け

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考
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『

人

文

研

究

第
十
五
輯

で
な
く
、
他

の
俳
人

の
作
品

に

つ
い
て
も

ほ
か

に
も
元
禄

四
年

、
あ
る

い
は
も

つ
と
以
前

の
作
品
も
入

つ
て
ゐ
る
か
も

し
れ

な

い
。
そ
の

や
う

に
考

へ
れ
ば
江
戸

に
在

つ
た
門
人

達
の
句

で
も
未
発
表

の
も

の
で
あ

つ
た
ら

こ
の
時
芭
蕉

に
採
ら
れ
た
も

の
か
も
知
れ

な

い
。
当
然

す
ぎ

る
こ
と
を

い
ふ
や
う

で
あ
る
が
、

こ
こ
に
掲
出
さ
れ
た
三
十
七
句

の
う
ち
の
大
多
数
は
、
元
禄

五
年
作

で
あ
ら
う
が
、
中

に
は
そ
れ

以
前

の
作
も
混
入
し

て
ゐ
る
で
あ
ら
う

と

い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
さ
う

し

て
、
濁
子

の
句

は
、
元
禄
五
年

と

い
ふ
よ
り
も
、
そ
れ

以
前

の
作
で
あ
ら
う

と

い
ふ
こ
と
が
揺
定

せ
ら
れ

る
。

こ
の
立
句
が
元
禄

五
年

以
前

の
作

と

い
ふ
こ
と
に
な
る
と
、
貞
享
以
後

、

こ
の
連

句

の
制

作
年
代

も
、

い
つ
れ

の
年

か
と

い
ふ
こ
と
に
ま

で
な
る
が
、
元
禄

二
、
三
、
四
年

は
芭
蕉
が
大
垣
藩
士

と

一
座

し
て
秋

季
に
俳
譜

興
行
す

る

こ
と
は
、

こ
の
間

に
お
け

る
彼

の
動
勢

か
ら

し

て
あ
り
得

な

い
し
、
ま
た
貞
享
年
間
作

と

い
ふ
こ
と
は
、

こ
の
連
句

の
作
風
が

晩
年

の
軽

み
に
移
り

つ
つ
あ

る
こ
と
を
示

し
て
ゐ
る

こ
と
か
ら

み
て
、
考

へ
ら
れ
な

い
。
結
局

、
元
禄

五
年

以
前

に
成

つ
た
発
句

を
立
句

と
し
て
、
後

の
五
、
六
年

の

い
ず
れ
か

に
連
句

を
興
行

し
た
と
考

へ
る
ほ
か
は

な

い
。
そ
れ
で
、

こ
こ
で
、
ま
た
五
年
作

か
六
年
作

か
と

い
ふ
こ
と
に
考
察

は
立
ち
戻

る
乙
と
に

な
る
。

元
禄

五
年

、
芭
蕉
が
大
垣
の
連
衆

と
巻

い
た
連
句
作
品

に
は
左

の
二
巻

が
あ

る
。

(
「
さ

～
ふ
く
雨
半

歌
仙
」

を
除

"
て
)
し

・

月

し

ろ
半

歌
仙
-ー

-月

し

ろ

を

い
そ

ぐ

や
う

な

り
村

時

雨

千

川

・
芭

蕉

・
此
筋

・
左
柳

・
洒

堂

・
海

動

・
岱
水

…
嵐

蘭

-
丈

草

(
『
桃

の
白

実

』
)

入

湯

半

歌
仙

1

-

木
枯

し

に
う

め

る
間

お
そ

き
入

湯

哉

荊

口

・
洒

堂

・
芭
蕉

・
此
筋

・
左

柳

・
大

舟

・
千

川

(
『
鄙
懐

紙

』
)

ま

た
、
元
禄

六
年

に
お
け
る
大

垣
の
連
衆

と
の
連
句
作
品

は
六
巻

あ
る
。

(
「
さ

＼
ふ
く
雨
半

歌
仙
」

を
除

い
て
)

河
豚

の
非

歌
仙
ー

ー
野
は
雪

に
河
豚

の
非

を
し
る
わ
か
な
哉

涼
葉

・
千
川

・
芭
蕉

・
宗
波

・
此
筋

・
濁
子

…
左
柳

(
『
鄙
懐
紙
』
)

篠

の
露
歌
仙

l
i

篠

の
露
袴

に
か
け
し
茂
り
哉

芭
蕉

・
千
川
・
涼
葉

・
左
柳
…
青
山
…
此
筋

…
遊
糸

…
大
舟
(
『
鄙
懐
紙
』
)

鳴

や

ほ

㌧
ぎ

す

歌
仙

-ー

-
風
流

の
ま

こ

と

を
鳴

や

ほ

㌧
と
ぎ

す

涼

葉

.
芭
蕉

・
青

山

・
曽

良

・
濁

子

.
嵐

蘭

.
岱
水

.
曲

翠

・
嵐

雪
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O

(
『
鄙

懐

紙

』
)

い
ぎ

よ

ひ
歌
仙
ー

い
ぎ

よ
ひ
は
と
り
分
闇

の
は
じ
め
哉

芭
蕉

・
濁
子

・
岱
水

・
依

々
…
馬
菟

…
曽
良

…
涼
葉

(『
鄙
懐
紙
』
)

十
三
夜

歌
仙
i

十
三
夜

あ
か

つ
き
闇

の
は
じ
め
か
な

濁
子

・
曽
良

・
芭
蕉

・
史
邦

・
杉
風

・
岱
水

・
涼
葉

(
『
鄙
懐
紙
』
)

芹
焼

歌
仙

i

芹
焼

や
す

そ
輪

の
田
井

の
初

氷

芭
蕉

・
濁
子

・
涼
葉

(
『
鄙
懐
紙
』
)

こ
の
両
年

に
お
け

る
作
品

を
な
ら

べ
て
み
て
考
察

す

る
と

一
、
五
年
作

の

二
巻

に
は
洒
堂

が
加
は

つ
て
ゐ
る
か
ら

「
さ

㌧
ふ
く
雨

の
巻
」
が

五
年

に
作

ら
れ

た
な
ら
ば

、

こ
こ
に
も
洒
堂
が
入

つ
て

ゐ
る

べ
き
で
あ

る
が
、
彼

は

一
座

し
て

ゐ
な

い
。
(
五
年

九
月
東
下
以
来
、
洒
堂

は

こ
の

二
巻

の
み
な
ら
ず

、
十

ご
月

の

「
水
鳥

歌
仙
」

興
行

に
至

る
ま

で
、
其
角
系
グ

ル
ー
プ

で
興
行

し
た

「梅
椿
歌
仙
」

を
除

い
た
す

べ
て
の
歌
仙

・
半
歌
仙
ー
計

八
巻
ー

の
連
衆

に
加

は

つ
て

ゐ
る

。
i

-勿

論

端
物

は
別

と

し

て

で

あ

る

。
i

-)

二
、

六
年

秋

に

は
、

い
ぎ

よ

ひ

、
十

三
夜

と

月

を

テ

ー

マ
に

し

た
立

句

で
、
大

垣

連
衆

と
続

け

て
連
句

興

行

し

て
居

り

、

こ
れ

に
名

月

の

「
さ

～
ふ
く
雨

」

の
巻

を
加

へ
る
と

、
ち

や
う

ど

名
月

、

十

六
夜

、

十

三
夜

と

一
連

の
ま

と
ま

つ
た
作

品

体
系

と

な

る
。

三
、

「
い
ぎ

よ

ひ
歌
仙

」

、

「
十

三
夜

歌
仙

」

と
も

に
濁
子

・
涼

葉

が

連
衆

と

し

て
入

つ
で
居

る
。

「
き

＼
ふ
く

雨
半

歌
仙

」

に
も

こ

の

両
名

が

入

つ
て

ゐ

る
。

し
か

る

に

「
月

し

ろ
半

歌
仙

」

、

「入

湯
半

歌
仙

」

に

は

こ
の
両

名

が

加

は

つ
て

ゐ
な

い
。

四
、

五
年

よ

り

六
年

の
方

が

芭
蕉

と
大

垣

の
連
衆

と

の
関

係

が
ず

つ
と
緊

密

に

な

つ
て

き

て

ゐ

る
。

以

上

に

よ

つ
て

「
き

㌧
ふ
く
雨

半

歌
仙

」

は

六
年

作

で

あ

る
と
推

定

せ
ら

る

べ
き

で
あ

ら

う

。
立

句

の
前

書

に

「
仲
秋

雨

懐

故

人

」

と

あ

る
。

お

そ

ら

く

、

岐
阜

の
俳

人
落

梧

(
元

禄

四
年

残

)

の

こ
と

で
も

思

つ
て
作

ら

れ

た
句

で
あ

ら

う

か

。
落

梧

が

『
瓜

畠

集

」
撰

集
申

に

残

し

た

の

で
、

支
考

は
そ

の
志

を
哀

ん

で

『
笈

日
記

」

の
申

に

「
瓜
畠

集

」

の

一
章

を
設

け

、

こ

の
未

完

の
撰

集

の
悌

を
伝

へ
て

ゐ

る
。

そ

の
な

か

に
芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考
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人

文

研

究

第
十
五
輯

名

月

蠕
蟷

の
飛

を
く
ま
な

る
月
見
哉

落

梧

此
月
見
今
年

の
米

の
に
ほ
ひ
か
な

、

蕉

笠

十

六
夜

い
ぎ
よ

ひ
の

い
つ
れ

か
今
朝

に
残

る
菊

翁

十
七
夜

覧

月
の
名
も
ま
だ
あ

る
う
ち
ぞ
た

の
も

し
き

落

梧

九
月
十
三
夜

後

の
月
又

め
づ
ら

し
や
秋
茄
子

杏

雨

と
名

月
か
ら
十
三
夜

に
か
け
て

の
月

を
テ
ー
マ
と
し
た
句
が
並
列

さ
れ
て

ゐ
る
。
六
年

当
時

は
ま

だ

『
笈

日
記
」
は
編
ま
れ
て

ゐ
ず

一
従

つ
て

「
瓜
畠
集
」
も
ま

と
ま

つ
た
形

で
芭
蕉

や
そ

の
門

下

の
下

に
は
見
ら
れ
な
か

つ
た
か
も

し
れ
な

い
。
し
か
し
、
秋

の
月
の
頃

に
、
大

垣

の
連
衆

と
座

を
と
も

に
し
た
時
、
月

を
愛
し
た
俳
人
落
梧

の
こ
と
が
話
題

に
の
ぼ
り
、
彼

を
懐

ふ

「
さ

㌧
ふ
く
雨
」
の
発
句

に
話
が
及

び
、
そ
れ
を
立
句

と

し
て
彼

を
し
の
ん

で
歌
仙

一
折

の
興
行

が
あ

つ
た
と
し
て
も
不
自
然

で
は
な

い
。
元
禄

五
年

以
前

に
な

つ
た

(
お
そ

ら
く
元
禄

四
年
作
)
と
思

は
れ

る
発
句

を
立
句

と
し
て
連
句

を
巻
く
、
と

い

ふ
に
は
、

お
そ
ら
く
か
う

し
た
事
情
が
あ

つ
た
か
ち

の
こ
と

で
あ
ら

う
。
そ
れ
故

に
こ
そ
、
わ
ぎ
わ
ぎ

「
仲
秋
雨
懐
故
人
」
と

い
ふ
や
う
な
前
書

を
こ
と

さ
ら

こ
の

一
折

の
前

書
と
し
て
記

し
た
も

の

で
あ
ら
う
。

.

15

二

十

四

句

ー

元
禄
六
年
作
ー
i

(
『
冬
扇

一
路
』

)
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後

風
鳶

の
身
振

ひ
の
猶
寒

し

玄
虎

・
舟
竹

・
芭
蕉

。『
一
葉
集
」

・

『
一
代
集
」
と
も
に
元
禄

二
年
作

と
す

る
。
荻
野
氏
も

二
年
冬

の
作
か

(
三
年

の
冬
と
も
考

へ
ら
れ

る
。

)
と

い
つ
て

居
ら
れ

る
。

二
年

冬
と

い
ふ
こ
と
も
、
芭
蕉

は
同
年

九
月
申
旬

か
ら
十
月

一
杯

、
伊

賀

に
滞
在

し
て

ゐ
る
か
ら
考

へ
ら
れ

な

い
こ
と
も
な

い
。
三
年
冬

に
も
伊
賀

に
か
な
り
長
く
滞
在

し
た
や
う

で
あ

る
か
ら
、
荻
野
氏

は

「
三
年

の
冬
と
も
考

へ
ら
れ

る
」

と

い

つ
て
居
ら
れ

る

の

で
あ
ら
う
。

『
一
代

集
』
は

『
一
葉

集
」
の
年

代
推
定

に
従

つ
た
も

の
で
あ
ら
う
が
、

『
一
葉
集
』

は
何

に
よ

つ
て

二
年
と
推
定

し
た

も

の
か
不
明

で
あ

る
。

-

芭
蕉
が
玄
虎

・
舟
竹

と
巻

い
た
連
句

は
他

に
芭
蕉

の

菜

根

を
喫

し
て
終
日
丈
夫

に
談
話

ス
。

も

の

㌧
ふ
の
大
根

苦
き

は
な
し
か
な

を
立

句
と
す

る
表

六
句
が
あ

る
。
こ
れ
は
真
蹟
懐
紙

が
現
存

し
て
居
り

、
ま

た

『
金
蘭
集
』
・
『
一
葉

集
』

に
も
採

ら
れ
て

ゐ
る
。
こ
の
表

六
句
は

『
一
葉
集
」
も

『
一
代
集

」
も
元
禄

六
年
作

と
し
、
荻
野
氏
も

六
年

冬

の
作
と

し
て

ゐ
る
。

こ
の
作
品

に

つ
い
て
は

『
全
伝
』
に

酉

(
元
禄

六
年

)
の
冬

武

士

の
大
根
苦

(辛
イ
)
き
は
な
し
か
な

戊

の
春

花
見

に
と
さ
す
船
遅

し
柳
原

右

二
句
玄
虎
子

の
旅
館

に
て
即
興
也

。
大
根

に

一
折

、
花
見

に
六
句
あ
り
と

い
ふ
。

[

と

し
る
し
て
あ
り
、
ま

た

『
句
選
拾
遺
」

に

「
元
禄

六
酉
玄
虎
子
東
武
旅
館

に
会

の
時

の
事
也
。
此
句

に
て

一
折

。
亀
毛
所
持

ワ
キ

ハ
周

一

竹

に
て
三
吟
」

と
頭
註
し

て
あ

る
。

い
つ
れ
も
後

の
資
料

で
あ
り

「
大
根

に

一
折
」

と

い
つ
て
も
表

六
句

よ
り
な

い
の
で
あ

る
が
、

『
全

芭

蕉

連

句

制

作

年

代

考

、



ρ

人

文

研

究

第
十
五
輯

伝

』
は
伊
賀

に
伝

へ
る
と

こ
ろ
が

あ

つ
て
、
そ
れ
に
拠

つ
た
も

σ
と
思

は
れ

る
の
で
も

つ
と
も
確
実

性
が
多

い
芭
蕉
伝
記

と
さ
れ

て
ゐ
る
。

『
一
葉

集
』

・

『
一
代
集
』
そ
し
て
荻
野
説
も

こ
れ

に
拠

つ
て
元
禄

六
年

と

い
ふ
こ
と
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

「後

風

二
十
四
句
」

に
考
察

を
も

ど
す

と
、
こ
の
作
品

を
録
し
て
あ
る

『
冬
扇

一
路
」

に
は

亀

毛
と

い

へ
る
人

の
家

に
猶
翁
真

蹟
か
ず
多

し
。
是

を
拝

し
、
.其
内

よ
り
左

の

一
篇

を
写

と

団
む
。

と
記

し
て

「
歌
悟
未
満
」

と
端
書

き
し
、
こ
の

二
十

四
句

を
掲
げ

て
あ

る
。

「
大
根

の
表

六
句

」
に

つ
い
て
も

『
句
選
拾
遺
』

に
は

「
此

句

に
て

一
折

、
亀

毛
所
持

」
と
註

し
て
あ

つ
た
。
同

じ
く
亀
毛
に
よ

つ
て
持
ち
伝

へ
ら
れ
た

こ
の
二
十

四
句

も
、
や
は
り
元
禄

六
年
冬
江

戸

の
藤
堂
藩
邸
に
お

い
て
作
ら
れ

た
の
で
は
な
か

つ
た
か
。

『
全
伝
』

に
伝

へ
る
と
こ
ろ

に
ょ

つ
て
も
、
芭
蕉

は
六
年
冬

の
み
な
ら
ず

七

年
春

に
も
玄
虎
邸
を
訪
問

し
、
自

ら
の
発
句

を
立
句

と
し
て
連
句

を
作

つ
て

ゐ
る
。
こ
の
間

に

『
全
伝
』

に
は
記

さ
れ
て

ゐ
な

い
に
し
て

畠
も
、
玄
虎

の
発
句

を
立
句

と
し
て
連
句

を
巻

い
た

こ
と
も
あ

つ
た
と
し
て
も
不

自
然

で
は
な

い
。

玄
虎

は
藤
堂

氏

(
本
姓

は
渡

辺
氏
)
。
名

は
長
兵
衛

、
字

は
守
寿
、
通
称
半
三
郎
。
伊
賀
上
野
藤
堂
藩
士
、
禄
千

五
百
石

。
『
続
猿
蓑
』

・

『
有

磯
梅
』
等

に
入
集
し
て
ゐ
る
芭
蕉
晩
年
期

の
門
人

で

あ
る
。
さ
う
し
て
、

い
ま

「
大
根

の
表

六
句
」

(
真
蹟
)

を
掲
げ

て
み
れ
ば

も

の

㌧
ふ
の
大
根
苦

き
は
な
し
哉

は

せ
を

!

一
と

を
り

ゆ

く
木
枯

の
音

歌

枕

そ

ろ

は

ぬ
番

を

と

ち

そ

へ
て

た
き

火
焼

に
は

い
る
古
旦
那

の
内

物

の
葉

の
透
間

か
ぞ

へ
て
月

の
色

後

を
見

せ
て
帰

る
さ
を
し
か

と

い
ふ
や
う
に
明
ら
か

に

「
軽

み
」

舟 玄

竹 虎 を 竹 虎

 

に
移
り

つ
つ
あ

る
作
風
を
示
し
て

ゐ
る
が

「
後

風
の

二
十

四
句
」
も

そ
の
表

六
句

と
最
後

の
六
句

と
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を
掲
げ

て
み
る
と

後

風
鳶

の
身
振

ひ
の
猶
寒

し

玄

虎

虎
柱
の
氷
柱
長
く
短

き

舟

竹

十
露
盤
を
片
手

に
米

の
印

し
て

芭

蕉

心
あ

て
な

き
旅

の

い
と
な
み

一

/

け

ふ
の
月
所

の
も

の
は
山

の
猿

二

よ
き能

岩
組
に
秋
の
水
音

三

×

春

の
日

は
長
柄

の
傘

の
絵

の
模
様

一

璽
斗

を
附

た
る
駕
鼻

の
紋

三

、白
粉

に
千
代

を
や
関

の
姥
が
顔

二

銭

よ
む
わ
ぎ

を
専

に
す

る

一

風
は
な
は
油

へ
る
火

の
ち
ら

つ
き

て

三

時
を
曳
ず

る
棒

の
片

そ
ぎ

二

.

、

こ
の
や
う
に
、
同

じ
く

「
軽

み
」

に
移

り

っ
つ
あ
る
頃

の
作
風
を
明

ら
か
に
示

し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は

二
年

冬
と
三
年
冬
と

の
中
間

に
位
す

る

『
ひ
さ
ご
」
の
歌
仙

の
作
風

と
比

べ
れ
ば

、
そ
の
間

の
変

選
は
瞭
然

た

る
も

の
が
あ

る
で
あ
ら
う
。
以
上
考
察

し
て
き
た
と
こ
ろ

に
よ

つ
て
こ
の

二
十
四
句
が

六
年

冬
の
作

で
あ

る
こ
と
は
動
か
し
難

い
も
の
と

い
つ
て
よ

い
で
あ
ら
う
。
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人

文

研

究

第
十
五
輯

16

三

つ

、

物

-

元
禄
七
年
作
ー

(
『
一
葉

集
』

)

長

閑

さ

や
寒

の
残

り

も

三

ヶ

一

利

牛

・
岱
水

・
翁

『
一
葉

集

」

・

『
一
代

集

』

と

も

に
元

禄

六
年

作

と
す

る
。

し

か

し

、
元

禄

六
年

に

は
、
元

日

の
前

日

(
五
年

十

二
月
晦

日

)

に
す

で

に
春

が
立

ち

、

こ

の
句

に
詠

む

と

こ
ろ
事

実

が
合

は

な

い
。

こ

の
句

の

い

ふ
所

と
合

致

す

る
た

め

に

は
、
新

年

に

な

つ
て
か

ら

寒

の
残

り

が

十

日
以

上

な

く

て

は
な

ら

な

い
。

そ

こ

で

。
新

年

に
な

つ
て

か

ら
寒

が

な

ほ
十

日

以

上
残

つ
て

ゐ
る
年

を
調

べ
て

み

る

と
左

の
や

う

に

、

な

る
。

、
.

」

,

貞

享
三
年

i

一
月
十

一
日

立
春

,

元
禄
三

年

-

一
月
十

五
日

立
春

元
禄

七
年

-

一
月
十

一
日

立
春

'

・

、

利
牛

・
岱
水

と
も

に
江
戸
俳
人

で
あ

る
か
ら
彼
等

と
俳
譜
す

る
た

め
に
は
芭
蕉

も
新
春

江
戸

に
居
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
こ
こ
に
挙
げ

た

年

に
は
芭
蕉

は
ち
や
う
ど
江
戸

に
居
た

の
で
、

こ
の
三

つ
、の
場
合

の
う
ち
、

い
つ
れ

の
年

に
こ
の
三

つ
物

を
作

つ
た
か
と

い
ふ
こ
と

に
な

る
。
利
牛

は
芭
蕉
晩
年

の
門
弟

で
元
禄

六
年

の
冬
か
ら
頭
角

を
あ
ら
は
し
て
来

る
の
で
あ

る
が

、
そ
れ
以
前

の

こ
と
に
関

し
て
は
審

か

で

な

い
。

た
だ

、
彼

と
と
も

に

『
す

み
だ
わ
ら
』

を
撰

し
た
野
披

・
孤
屋

は

『
続
虚
栗
』
に
お

い
て
す

で
に
名

を
連
ね

て
居

り
、
『
句
饒

別
』

に
も
ま

た
句

を
出
し
て

ゐ
る
。
さ
う
す
れ
ば
或

は
そ
の
頃

か
ら
野
岐

グ
ー

ル
プ
の

一
人

と
し
て
利
牛

も
芭
蕉

に
入
門

し
て
ゐ
た
か
も

し
れ

な

い
。

(
断

る
ま

で
も

な

い

こ
と

で

あ

る
が

野

披
ー

は

じ

め
野
馬

-
i

も

利
牛

も

『
荘

子

」

か

ら
採

つ
た
俳
号

で
あ

る

。
)

ま

た

、
苔

翠

は

『
句
饒

別

』
に

山
や
猶

し
見

て
も

つ
め
た
き
門

の
霜

、
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の
句

を
出

し
て

ゐ

る
。

き

う
す

る
と

、
芭
蕉

が

こ

の
両
人

と
三

つ
物

を
作

る

と

い

ふ
こ
と

は
貞

享

三
年

に
お

い

て
も
考

へ
ら

れ

な

い
こ

と

で

は
な

い
。

し
か

し
、
脇

・
第

三

と
続

く

打

か

へ
し

や
く
雄

子

の
胴

が

ら

岱

水

、

た

つ

董

に
立
冬
菜

の
つ
ぼ
み
き
り
捨

て

翁

と

い
ふ
作
風

は
芭
蕉
晩
年

の
も

の
で
あ

つ
て
貞
享

の
そ
れ

で
は
な

い
。
利
牛

入
門

の
時
季
も
未
詳

で
あ

る
か
ら
、
ま

つ
貞

享
三
年
作
と

い

ふ
こ
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
で
あ
ら
う
。

つ
ぎ

に
元
禄

二
年
春

は
ど
う
か
と

い
ふ
と
、

こ
の
当
時
は
野
披
グ

ル
ー
プ
の
俳
人
達

は
芭
蕉

か
ら
遠
ぎ

か

つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
故
、

二
年

作
と
見

る
に
は
作
風
の
上
か
ら
だ

け
で
な
く
、
師
弟

の
交
渉

の
濃
度

か
ら

い
つ
て
も
無
理
が

あ
る
。
そ

こ
で

こ
の
三

つ
物

は
元
禄

七
年

の

作

で
あ
ら
う
と
推
定

さ
れ

る

べ
き
も
の
と
思

ふ
。

以
上
、
制

作
年
代

に

つ
い
て
考
察

・
推
定

を
試

み
て
き
た
作
品

の
ほ
か
、

『
一
葉
集
』

・

『
一
代
集
』

の
年
代
推
定

が
問
題

に
な

る
作

品

に
④
梅
が
香
歌
仙

(
『
す

み
た
わ
ら
』
)

・
㈲
傘
柳
歌
仙

(
『
鄙
懐
紙
、
)

・
の
五
人

ぶ
ち
歌
仙

(
『
続
寒
菊

』
)

・
㊨
雨
柳

歌
仙

(
『
続
猿

蓑
』

)

・
㈹
小
鮎
半

歌
仙

(
『
芭
蕉
翁
俳
譜
集
』
)

・
8
空
豆
歌
仙

(
『
す

み
た
わ
ら
』
)

・
㈹

十
三
句

(立
句

ひ
ら
く

と
あ
が

る
扇

や

雲

の
み
ね

翁

)

(
『
桃
砥
集
』

)
等
が
あ

る
が
、
㈲

圖
囚
⇔

8
に

つ
い
て

は
荻
野
氏
が
元
禄

七
年
作

と
さ
れ
、
㈲
的
㈲

鴎
㊥

に

つ
い
て

は
吉

田
氏
が
元
禄

七
年

作
と
述

べ
て
ゐ
ら
れ

る
。
私
も
拙
著

『
芭
蕉
連
句
集
』

の
芭
蕉
略
年
譜

に

こ
れ
等

を
す

べ
て
七
年
作

ど
し
て
お

い

た
。

(
た
だ

し
、
右

の
略
年
譜

で
は
半

歌
仙

に

つ
い
て

は
記
載

を
省
略

し
て
あ
る
。
)
紙
幅

の
制
限

に
も
達
し
た
し
、
ま

た
右

の
や
う

に
.

荻
野

・
吉

田
両
氏
の
説
も

あ
る
の
で
、

こ
れ
ら

の
年
代
考
証
は
省
略
す

る
こ
と
に
す

る
。
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